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※ お誕生、お悔やみは、２/1～２/28に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望さ
れた方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方
は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

　
　
　
　
　【

２
月
末
現
在
】

●
人
口
計

　
６
、６
８
３
人
（
　
　
　

11
）

　
　
　
男

　
３
、２
２
８
人
（
　
　
　

７
）

　
　
　
女

　
３
、４
５
５
人
（

４
）

●
世
帯
数

　
３
、７
８
４
世
帯（
　
　
　

０
）

渡
辺

　
菜な

つ
き月

ち
ゃ
ん
女（
健
太
）美
里
２

守
屋

伊い
お
り織

ち
ゃ
ん
男（
幸
治
）美
里
３

牧
之
瀬
美み

つ

き
津
希
ち
ゃ
ん
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佳
貴
）字
弟
子
屈
原
野

佐
々
木
徳
之
さ
ん（
60
歳
）湯
の
島
２

鈴
木
シ
ゲ
子
さ
ん（
93
歳
）川
湯
温
泉
２

須
藤

　
隆
夫
さ
ん（
85
歳
）桜
丘
２

館
　
百
合
子
さ
ん（
95
歳
）泉
２

前
野

　
み
れ
さ
ん（
101
歳
）泉
２

▼
す
っ
か
り
春
の
陽
気
に
な
り
ま
し

た
。Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
日
本
チ
ー
ム
が
劇
的

な
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。大
谷
翔
平
選

手
の
活
躍
が
光
り
ま
し
た
ね
。次
の
大

会
も
大
い
に
楽
し
み
で
す
。さ
て
、私
も

と
う
と
う
定
年
退
職
で
す
。こ
れ
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
関
わ
っ
て
頂
い
た

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
も
当
面
は

役
場
庁
舎
の
ど
こ
か
で
仕
事
を
す
る
予

定
で
す
の
で
、
お
見
か
け
の
際
に
は
お

気
軽
に
お
声
が
け
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
田
口
）

▼
３
月
は
町
内
の
卒
業
式
の
取
材
に
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し

て
、
私
も
こ
の
４
月
号
を
最
後
に
広
報

担
当
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
引
き
続
き「
広
報
て
し
か
が
」を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
大
井
）

　
　
　
　
　

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編
集
後
記

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
小
野
寺
　
チ
ナ
子
　
様（
中
央
３
）

　
▼
現
金
　
10
万
円

盈
亡
夫
（
紀
夫
）
が
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て
、福
祉
に
活
用
し
て
ほ

し
い
。

❑
畑
中
　
芳
子
　
様（
奥
春
別
）

　
▼
現
金
　
30
万
円

盈
亡
夫
（
博
）
が
町
に
お
世
話
に
な
っ
た

お
礼
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。

❑
匿
名
　
様

　
▼
現
金
　
百
万
円

盈
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
飛
谷
　
隆
　
様（
高
栄
４
）

　
▼
現
金
　
10
万
円

盈
亡
義
姉
（
武
田
　
桃
子
）
が
生
前
町
に

に
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、社

会
福
祉
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税
　
２
千
４
５
１
件

　
▼
現
金
合
計

 
 
４
千
７
６
８
万
７
千
円

　 ３ 月15日
に行われた

「弟子屈中学
校卒業式」で
の１コマ。
　保護者や
先生が見守
る中、一人ひとり、しっかりと卒業証
書を受け取りました。

（関連記事16ページ）

今月の表紙

協力隊通信
協力隊の近況を
お知らせします！地域おこし協力隊

facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

協力隊通信協力隊通信
第92号

地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

日々の活動
発信中！

水泳指導支援員

寳
ほうざわ

澤 奈
な お こ

緒子

ｼﾃｨプﾛﾓｰｼｮﾝ
活動支援員

川
かわかみ

上 椋
りょうすけ

輔

親子プール教室を紹介します 空き家・空き施設を探しています

ワイン事業
推進支援員

木
きりゅう

龍 奈
な つ こ

津子

赤ワイン「発酵」中！

　プールで行っている親子教室に
ついてご紹介します。今年度は４組
の方とのスタートで、赤ちゃんも加
わりほんわか暖かい気持ちです。
　親子教室では、一番に親子とのス
キンシップを大切にしたいと考え
ています。慣れない水の中は不安だ
と思いますが、焦らずに楽しんでい
ただけるよう指導を行っています。
　お子さんも身体を動かすことで、
食事や睡眠など生活のリズムが整
うことも期待できます。親と子ども
が共有した楽しみを持つ時間とな
ればうれしいです。

　日本一の自治体ユーチューブチャン

ネルとして注目され始めている？町の

公式チャンネルは、今年でチャンネル

登録者数の町の人口超えを目指してい

ます。引き続き応援をよろしくお願い

します！

　昨年度に引き続き、町内の住まい不

足問題を解消すべく空き家の購入を推

し進めていく予定です。「使っていない

空き家がある」「今後について悩んでい

た」という方がいましたら、ぜひご連絡

ください！

　２月に委託醸造先の三笠市タキザ
ワワイナリーで、役場農林課職員３人
と共に、ワインの瓶詰め作業を行いま
した。
　泡のない赤ワインに糖分を加えて
瓶に詰めます。すると、ワイン内の酵
母が糖分を炭酸ガスに変える「瓶内発
酵」が起きて、２～３カ月後に泡のワ
インになります。
　現在絶賛「発酵」中！弟子屈町産ブ
ドウ「山

やまさち

幸」を使用した赤微発泡ワイ
ン(前回ロゼと書きましたが訂正です)
約700本、６月頃発売予定です。

は

じ
め
ました

！
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▼
統
合
し
た
弟
子
屈
町
消
防
団
員
の
安

全
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
の
た
め
の

防
火
衣
と
、
老
朽
化
し
た
水
槽
付
ポ
ン

プ
自
動
車
を
更
新
。

▽
全
国
で
多
発
し
て
い
る
組
織
的
な
強

盗
殺
人
な
ど
に
対
す
る
、
地
域
の
防
犯

対
策
や
消
費
生
活
の
安
全
を
確
保
。

▽
町
営
公
衆
浴
場
「
泉
の
湯
」
が
令
和
７

年
度
開
業
予
定
の「（
仮
称
）中
心
市
街

地
複
合
型
地
域
観
光
交
流
拠
点
施
設
」

へ
機
能
移
転
す
る
ま
で
の
適
切
な
運

営
、ス
ム
ー
ズ
な
移
転
の
準
備
。

▼
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
遠
方
居
住

に
よ
る
墓
や
納
骨
堂
の
継
承
管
理
が

困
難
な
方
の
増
加
か
ら
、
複
数
の
人
を

同
じ
墓
で
埋
葬
す
る
「
合
葬
墓
」
の
令

和
６
年
度
建
設
に
向
け
た
実
施
設
計
。

▼
中
心
市
街
地
再
構
築
事
業
と
し
て
、
施

設
の
運
営
と
基
本
設
計
を
行
う
「
㈱

フ
ィ
ル
ド
」と
と
も
に
、ま
ち
づ
く
り
会
社

「
㈱
テ
シ
カ
ガ
タ
ウ
ン
ラ
ボ
」
と
も
連
携

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
反
映

さ
せ
た
基
本
設
計
と
実
施
設
計
。

▼
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
中

心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
、積
極
的
な
市
街
地
整
備
。

▽
弟
子
屈
原
野
９
線
お
よ
び
奥
春
別
西

10
号
三
笠
線
防
雪
柵
新
設
工
事
を
継

続
。

▼
川
湯
朝
霧
橋
線
の
舗
装
補
修
工
事
を

実
施
。

▼
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
下
仁

多
橋
の
改
修
継
続
、
新
た
に
緑
２
号
橋

お
よ
び
盛
雲
橋
の
橋
梁
点
検
や
修
繕

を
実
施
。

▽
既
存
橋
梁
の
計
画
的
な
点
検
や
修
繕

の
実
施
、
地
域
の
道
路
網
の
安
全
性
と

信
頼
性
の
確
保
。

▽
住
宅
環
境
充
実
の
た
め
、
緑
団
地
１
棟

４
戸
、
古
丹
団
地
１
棟
２
戸
を
建
設
、

令
和
６
年
度
建
設
地
調
査
等
を
実
施
。

▽
民
間
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

と
し
て
、
住
宅
建
設
促
進
事
業
及
び
民

間
賃
貸
住
宅
の
建
設
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
に
対
す
る
支
援
を
継
続
。

▽
活
用
で
き
る
空
き
家
の
調
査
を
実
施
、

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
活
用
を
推
進
。

▽
上
水
道
事
業
、
農
業
用
水
道
に
つ
い

て
、管
路
の
耐
震
化
を
継
続
。

▽
温
泉
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
調

査
設
計
の
弟
子
屈
小
学
校
へ
の
温
泉

暖
房
導
入
、温
泉
熱
の
活
用
を
推
進
。

▽
各
泉
源
の
揚
湯
管
エ
ア
ー
管
の
入
替

や
送
湯
ポ
ン
プ
の
更
新
。

▽
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
耐
用
年
数
を

経
過
し
老
朽
化
し
た
弟
子
屈
浄
化
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
所

の
機
械
電
気
設
備
の
更
新
、
安
定
し
た

汚
水
処
理
の
推
進
。

▽
下
水
道
計
画
区
域
を
除
く
地
域
で
の

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部

助
成
を
継
続
。

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
に
よ
り
、
令
和
６
年
度

か
ら
の
企
業
会
計
化
を
準
備
。

▼「
弟
子
屈
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を

策
定
、
公
共
交
通
の
維
持
と
鉄
道
や
ハ

イ
ヤ
ー
な
ど
と
連
携
し
利
用
促
進
。

▽
観
光
周
遊
交
通
と
し
て
の
交
通
体
系

確
立
と
公
共
交
通
と
の
連
携
に
よ
る

利
活
用
を
促
進
。

▽
道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
弟
子

屈
地
区
の
圃
場
整
備
を
継
続
。

▽
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
に
よ
る
、
圃

場
の
機
能
回
復
の
た
め
、
令
和
６
年
度

着
手
に
向
け
た
生
態
調
査
や
土
壌
調

査
な
ど
を
実
施
。

▽
馬
鈴
薯
の
病
害
虫
対
策
、
小
麦
・
ソ
バ

の
品
質
・
生
産
性
向
上
を
図
る
畑
作
生

産
基
盤
強
化
事
業
や
持
続
的
畑
作
生

産
体
系
確
立
緊
急
支
援
事
業
の
推
進
。

▽
畜
産
・
酪
農
の
生
産
性
・
収
益
力
強
化

を
目
的
に
、
和
牛
・
乳
牛
の
多
種
経
営

を
推
進
し
、生
産
基
盤
を
強
化
。

▽
弟
子
屈
町
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
、
就
農
に
向
け
た
研
修
か
ら

就
農
後
の
経
営
指
導
な
ど
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
の
実
施
、

担
い
手
の
確
保
。

▽
畑
作
パ
ー
ト
バ
ン
ク
や
酪
農
ヘ
ル
パ

ー
利
用
組
合
へ
の
支
援
を
継
続
。

▽
農
業
者
の
労
働
時
間
の
短
縮
や
作
業

効
率
向
上
の
た
め
、
国
の
事
業
を
活
用

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
支
援
。

▽
摩
周
メ
ロ
ン
・
摩
周
そ
ば
・
摩
周
和
牛

の
安
定
生
産
や
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
の

た
め
、
流
通
対
策
や
戦
略
的
Ｐ
Ｒ
を
実

施
。

▼
弟
子
屈
町
特
産
品
を
創
出
す
る
た
め
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
建
設
、
チ
ー
ズ
工
房
の

改
修
整
備
。

▽
国
や
道
の
補
助
を
有
効
に
活
用
し
た

間
伐
・
植
栽
を
適
切
に
実
施
し
、
町
有

林
お
よ
び
民
有
林
を
保
全
。

▽
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
、
道
産
木
材

の
有
効
活
用
を
計
画
的
に
推
進
。

▽
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を

中
心
に
、
観
光
振
興
計
画
の
着
実
な
実

行
と
、
地
域
が
稼
ぐ
し
く
み
作
り
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
行
う
た
め
の
支
援
を
実
施
。

▽
今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
観

光
客
や
、
９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ

ミ
ッ
ト
北
海
道
大
会
」
を
含
め
た
誘
客

対
策
を
実
施
。

▽
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

生
活
環
境
の
充
実
と
向
上

環
境
と
共
生
す
る
基
盤
の
整
備

統合した弟子屈町消防団による行進

活
力
・
活
気
・
雇
用
を

生
み
出
す
夢ま

ち

づ
く
り

活基
幹
産
業
の
更
な
る
強
化
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夢夢夢（まち）（まち）（まち） 目指す目指す目指す

め
ま
す
。そ
の
中
で
も
、
中
心
市
街
地
再

構
築
や
川
湯
温
泉
街
の
再
生
、
ア
イ
ヌ
文

化
振
興
な
ど
は
、
持
続
可
能
な
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
具
現
化
す
べ
く
、
最
重
点
事

業
と
し
て
進
め
ま
す
。

　
加
え
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
活
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
循
環
型

経
済
構
築
と
雇
用
の
場
の
創
出
を
推
進

し
、
引
き
続
き
「
て
し
か
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
、
取
り
組
み
を
進

め
る
う
え
で
の
担
い
手
不
足
も
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
全
て
の
世
代
が
安
心
、
安
全
に

生
活
を
送
れ
る
よ
う
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
充
実
に
努
め
、
人
口
減
少
対
策
を

継
続
し
ま
す
。特
に
こ
れ
か
ら
の
弟
子
屈

町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
で
活

躍
で
き
る
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い
た

だ
き
、一
度
ま
ち
を
離
れ
て
も
、「
こ
の
ま

ち
に
戻
り
た
い
」「
こ
の
ま
ち
で
夢
を
実

現
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※
▼
は
新
規
事
業
と
な
り
ま
す
。

▼
弟
子
屈
町
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）の
実
践
。

▽
地
熱
資
源
開
発
事
業
を
行
っ
て
い
る

湯
沼
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
地
区
で
掘
削
し

た
３
４
０
℃
を
超
え
る
井
戸
の
発
電

事
業
な
ど
今
後
の
方
針
を
検
討
。

　
本
年
は
私
が
町
政
を
お
預
か
り
し
て

23
年
目
を
迎
え
、
昨
年
末
に
６
期
目
の
折

り
返
し
と
な
り
、
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
。残
さ
れ
た
任
期
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
推
進
し
、
更
に
町
政
を
進
め
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第

６
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
は
２
年
目
を

迎
え
ま
す
。第
５
次
総
合
計
画
で
推
進
し

て
き
た
基
本
的
な
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、

次
代
の
若
い
世
代
が
、
暮
ら
し
の
中
で
、

よ
り
「
夢
」
や
「
希
望
」
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
進
め
、
す
べ
て
の
住
民
の
皆
さ
ま
が
、

「
豊
か
さ
」
や
「
幸
せ
」
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
町
を
目
指
し
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、
い
ま
だ
収
束
の
兆

し
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
一
部
行
動
制
限
が

緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
外
国
か
ら
の
観
光
客

も
含
め
客
足
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。世

界
的
な
物
価
高
騰
も
あ
り
、
厳
し
い
情
勢

は
続
き
ま
す
が
、
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と

な
く
、
停
滞
し
た
ま
ち
の
経
済
活
動
が
よ

り
活
発
に
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光

に
つ
い
て
は
、
地
域
全
体
で
守
り
つ
つ
、

よ
り
発
展
、
成
長
す
る
よ
う
関
係
機
関
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

令和５年第１回町議会定例会が３月７日か

ら10日まで開かれ、令和５年度予算案などが審

議されました。

德永町長が行った町政執行方針と、岩原教

育長の教育行政方針の概要をお知らせします。

令和５年度町政執行方針

町長 德　永　哲 雄

コ
ロ
ナ
禍
に
勝
ち
、

強
い
弟
子
屈
町
へ

人
と
自
然
が
共
生

す
る
夢ま

ち

づ
く
り

環環
境
保
全
の
推
進

㈱フィルドおよび㈱テシカガタウンラボと基本契約を締結
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▽
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実

を
図
り
、「
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
力
」
を
身
に
付
け
る
た
め
の
学

習
活
動
を
推
進
。

▽
地
域
連
携
校
と
な
る
弟
子
屈
高
等
学

校
は
、「
弟
子
屈
高
校
の
教
育
を
支
え

る
会
」
が
中
心
と
な
り
、
地
域
で
学
校

運
営
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
導
入
。

▽
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
の
定

着
、
校
外
活
動
で
も
日
常
的
に
使
わ
れ

る
な
ど
、新
し
い
知
識
・
情
報
・
技
術
を

学
ぶ
環
境
を
充
実
さ
せ
、
デ
ジ
タ
ル
化

時
代
に
対
応
し
た
教
育
環
境
の
整
備
。

▽
赴
任
す
る
教
職
員
が
快
適
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
教
職
員
住
宅
の
水
回
り

を
中
心
に
計
画
的
な
改
修
を
実
施
。

▼
学
校
給
食
の
無
償
提
供
を
弟
子
屈
高

校
ま
で
拡
充
。

▽
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
幅
広
い

学
習
機
会
を
提
供
、
生
涯
学
習
の
推

進
。

▽
ア
イ
ヌ
文
化
の
更
な
る
普
及
伝
承
を

目
指
し
、
北
海
道
大
学
と
連
携
し
た

「
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
文
化
ア
ー
カ

イ
ブ
事
業
」な
ど
、「
屈
斜
路
コ
タ
ン
地

区
ア
イ
ヌ
文
化
等
拠
点
整
備
事
業
」
を

推
進
。

▽
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
人
材
と
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
、
定
住
ま

で
を
見
据
え
た
活
動
支
援
を
継
続
。

▽
男
女
平
等
参
画
社
会
を
推
進
し
、
更
に

は
、年
齢
や
性
別
、人
種
・
宗
教
・
趣
味

趣
向
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
の
人
た

ち
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
。

▽
自
治
会
が
行
う
各
種
活
動
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
活
用
を
支
援
し
、

自
治
会
の
加
入
率
向
上
を
推
進
。

▼
鹿
児
島
県
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
盟
約
40
周
年
記
念
事
業
を
実
施
。

▼
移
住
対
策
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
移
住
対
策
支
援
員
に
よ
る
移
住

専
用
の
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
立
ち
上

げ
や
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
移
住
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ

ー
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
の
推
進
。

▽
観
光
客
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

登
録
者
な
ど
の
関
係
人
口
を
増
や
す

た
め
、
移
住
に
つ
な
が
る
当
町
の
魅
力

を
情
報
発
信
。

▽
人
権
相
談
窓
口
の
開
設
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
人
権
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
人
権

意
識
の
啓
発
を
推
進
。

▽
北
方
領
土
返
還
運
動
や
戦
没
者
慰
霊

事
業
を
通
し
平
和
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
。

▽
各
種
研
修
や
人
事
評
価
制
度
の
充
実
。

▽
職
員
間
の
連
携
を
密
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
、
資
質
の
向
上
、
人
と
の
つ
な

が
り
の
構
築
、
組
織
及
び
個
人
の
育

成
。

▽
町
税
の
適
切
な
課
税
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
や
新
た
な
決
済
方
法
導
入
な
ど
、
税

を
納
め
や
す
い
環
境
づ
く
り
。

▽
効
果
的
な
滞
納
整
理
に
よ
る
公
平
な

税
負
担
の
実
現
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
層
の
返
礼
品
の

充
実
と
、
寄
付
者
へ
の
使
途
と
情
報
提

供
を
実
施
。

▽
広
報
て
し
か
が
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー

タ
放
送
な
ど
を
活
用
し
た
、
町
民
向
け

の
情
報
提
供
を
充
実
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
基
に
し
た

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
さ
ら
な
る
普
及
、
町

民
の
皆
さ
ま
へ
の
利
便
性
向
上
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
推
進
。

豊
か
な
心
を
育
て
、

文
化
を
大
切
に
す
る

夢ま
ち

づ
く
り

育

行
動
す
る
人
を
育

て
る
夢ま
ち

づ
く
り

人

誰
で
も
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
夢ま

ち

づ
く
り

公

学
び
環
境
の
充
実

協
働
の
推
進

安
定
し
た
行
財
政
運
営

住
民
と
行
政
の
新
た
な
架
け
橋

づ
く
り

交
流
の
推
進

生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
の
継
承

　第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る「
全
て
の
住
民
が
、暮
ら
し
に
満

足
を
覚
え
、
次
代
に
夢
を
託
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」を
念
頭
に
、未
来
を
見
据

え
た
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
実
施

を
最
重
点
と
し
て
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
っ
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

対
し
、
目
配
り
の
効
い
た
財
政
運
営

を
行
い
ま
す
。

　今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
先
に
述
べ
ま
し
た
施

策
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
第

６
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
の
将
来

像
、『「
水
」と「
森
」を
守
り
、「
人
」が

共
に
輝
く
、
誇
り
と
活
力
あ
ふ
れ
る

　夢
づ
く
り
の
ま
ち

　弟
子
屈
』
を

実
現
す
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
全
力
で
進

め
ま
す
。

姉妹都市の永山由高日置市長と德永町長
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の
た
め
、
観
光
資
源
磨
き
上
げ
連
携
協

定
や
川
湯
温
泉
街
の
廃
屋
解
体
な
ど
、

温
泉
街
の
景
観
整
備
や
再
整
備
計
画

策
定
、
観
光
地
磨
き
上
げ
、
ひ
が
し
北

海
道
を
縦
断
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
充
実
。

▽
水
産
資
源
保
全
に
向
け
た
、
屈
斜
路
湖

の
資
源
保
護
や
産
業
の
確
立
を
推
進
。

▽
３
年
目
と
な
る
釧
路
北
部
雇
用
創
造

協
議
会
を
中
心
に
、
新
た
な
雇
用
創
造

に
向
け
、
企
業
向
け
講
習
会
や
新
規
雇

用
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
。

▽
企
業
振
興
促
進
条
例
に
基
づ
く
新
た

な
事
業
所
や
宿
泊
施
設
の
誘
致
。

▽「
元
気
て
し
か
が
21
」を
基
本
に
、
特
定

健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
を
推
進
。

▼
川
湯
地
区
「
医
療
法
人
共
生
会
川
湯
の

森
病
院
」
で
の
個
別
健
診
が
可
能
と
な

り
、受
診
機
会
を
拡
充
。

▽
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対
策
の

一
環
と
し
て
若
年
世
代
の
健
診
受
診

の
定
着
化
に
向
け
、
30
歳
代
特
定
健
診

や
満
40
歳
特
定
健
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
交
付
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
を
早
期

に
発
見
、重
症
化
予
防
を
推
進
。

▽
生
後
１
〜
５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
対
象

の
「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」
予
防
接
種
費
用

の
一
部
、
風
し
ん
抗
体
価
検
査
や
高
齢

者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
助
成
、

各
予
防
接
種
の
勧
奨
を
継
続
。

▽
自
殺
者
減
少
の
た
め
の
「
い
の
ち
支
え

る
弟
子
屈
町
自
殺
対
策
計
画
」
に
基
づ

き
よ
り
実
効
性
の
高
い
対
策
を
推
進

▽
地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
摩
周
厚
生

病
院
に
対
す
る
各
種
支
援
を
継
続
。本

町
の
実
情
に
あ
っ
た
病
床
機
能
の
見

直
し
に
つ
い
て
厚
生
連
と
協
議
。

▽
摩
周
厚
生
病
院
の
常
勤
医
師
を
４
名

体
制
に
拡
充
、
老
朽
化
し
た
設
備
や
医

療
機
器
更
新
へ
の
支
援
を
継
続
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
、「
２
類
」か
ら「
５
類
」

へ
の
引
き
下
げ
に
と
も
な
う
感
染
対

策
の
変
更
。

▽
地
域
全
体
で
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
団
体
や

地
域
住
民
と
と
も
に
、
支
え
合
い
体
制

の
充
実
と
人
材
の
確
保
、
育
成
に
努

め
、
円
滑
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
。

▽
生
活
困
窮
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
が
、
自
立
し
安
定
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
を
実
施
。

▽
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、

古
丹
生
活
館
や
コ
タ
ン
共
同
浴
場
な

ど
必
要
な
施
設
整
備
の
実
施
設
計
。

▽
出
産
と
育
児
の
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
、産
前
、産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
、産

後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
継
続
し
伴
奏
型

相
談
支
援
を
強
化
。

▽
赤
ち
ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
券
交
付
事

業
を
継
続
。

▽
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
実
質
無
料
化

を
継
続
。

▽
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料

と
副
食
費
を
完
全
無
償
化
。

▼
川
湯
保
育
園
が
「
楽
し
く
夢
の
あ
る
」

保
育
園
と
し
て
、
令
和
６
年
４
月
の
開

園
に
向
け
、園
舎
改
築
工
事
に
着
手
。

▽
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
に
つ
い
て
、

当
町
の
拠
点
施
設
と
し
て
保
護
者
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
施
設
運

営
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
。

▽
こ
ど
も
食
堂
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事

業
」へ
の
支
援
を
継
続
。

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
保
健
師
、
保

育
士
と
連
携
し
、
転
入
直
後
の
環
境
変

化
な
ど
に
よ
る
孤
立
や
不
安
を
抱
え

る
世
帯
へ
の
訪
問
な
ど
を
活
発
化
、
マ

マ
友
の
輪
を
広
げ
、
育
児
不
安
の
リ
ス

ク
を
解
消
。

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
児
童
が
事
故

な
く
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
支
援

員
の
見
守
り
技
術
向
上
を
推
進
。

▽
児
童
虐
待
事
案
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
痛
ま
し
い
事
案

発
生
を
未
然
に
防
止
。

▽
高
齢
者
の
生
活
全
般
の
、
包
括
的
で
継

続
的
な
支
援
を
行
う
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
推
進
。

▽
第
６
期
障
が
い
福
祉
計
画
な
ど
に
掲

げ
た
各
種
施
策
を
推
進
。

▽
福
祉
用
具
の
給
付
や
相
談
支
援
な
ど

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立
し
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
社
会
参
加
支
援

と
相
談
支
援
体
制
を
充
実
。

▽
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

利
用
児
へ
の
手
厚
い
療
育
支
援
の
実

施
、
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
児
に

対
し
て
は
、
早
期
の
支
援
に
つ
な
が
る

よ
う
町
内
教
育
機
関
・
関
係
機
関
と
情

報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
成
長
発
達
に

つ
な
が
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
。

▽
要
支
援
認
定
者
な
ど
が
、
自
立
し
て
日

常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
を
実
施
。

▽
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
を
継

続
、
各
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
。

▽
寝
た
き
り
を
作
ら
な
い
・
要
介
護
者
に

移
行
し
な
い
よ
う
、
適
切
な
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

雇
用
を
支
え
る
産
業
力
の
向
上

子
育
て
・
福
祉
環
境
の
充
実

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
夢ま

ち

づ
く
り

暮健
康
づ
く
り
の
推
進
と
医
療
の
充
実

子どもたちの「夢」を叶えるまちづくりを
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▼
小
中
高
等
学
校
が
連
携
し
、
地
域
を
学

び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
探
究
的
な

学
び
の
一
体
的
な
充
実
の
た
め
、
小
学

校
か
ら
高
校
ま
で
系
統
性
の
視
点
か

ら
見
直
し
、
学
習
内
容
を
意
図
的
・
計

画
的
に
設
定
し
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」を

支
援
。

▼
小
・
中
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
に
お
い
て
、
学
校
の
応
援
団
と
し

て
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や

観
光
産
業
、
自
然
環
境
を
中
心
に
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
、
各
学
校

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
支
援
。

▼
盟
約
40
周
年
と
な
る
姉
妹
都
市
鹿
児

島
県
日
置
市
と
の
中
学
生
交
流
受
入

事
業
を
実
施
。

▼「
弟
子
屈
町
特
別
支
援
教
育
推
進
会

議
」
を
通
じ
て
各
学
校
の
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
定
期
的

な
情
報
共
有
。

▼
弟
子
屈
町
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ

う
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、

特
別
支
援
教
育
を
充
実
。

▼
道
立
特
別
支
援
学
校
に
よ
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
制
度
」
な
ど
の
活

用
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
適
切

な
配
置
な
ど
、支
援
体
制
を
拡
充
。

▼「
弟
子
屈
高
校
の
教
育
を
支
え
る
会
」

の
主
導
に
よ
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
学
校
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
導
入
。

▼
小
・
中
学
校
で
の
ふ
る
さ
と
学
習
を
推

進
し
て
い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

高
校
へ
派
遣
。

▼
希
望
す
る
高
校
生
へ
の
給
食
の
無
償

提
供
の
開
始
。

▼「
弟
子
屈
高
校
で
も
大
学
進
学
や
公
務

員
就
職
な
ど
を
果
た
せ
る
学
習
環
境
」

と
し
て
公
営
塾
を
継
続
。

▼
優
れ
た
自
然
環
境
や
歴
史
な
ど
を
学

ぶ
弟
子
屈
探
究
や
学
力
向
上
、
高
校
魅

力
化
評
価
な
ど
各
種
事
業
を
支
援
。

▼
社
会
を
け
ん
引
し
て
い
く
弟
子
屈
高

校
の
生
徒
の
人
材
育
成
を
推
進
。

▼
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の
資
質
・
能
力

の
向
上
に
向
け
、
若
手
教
員
を
中
心
に

授
業
づ
く
り
研
修
を
実
施
、
学
習
指
導

の
充
実
の
推
進
。

▼「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
に
対
応
し
た
研

修
や
小
・
中
学
校
の
自
主
公
開
研
究
会

の
開
催
、
玉
川
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

教
員
の
英
語
指
導
力
向
上
研
修
の
継

続
な
ど
、教
職
員
の
資
質
を
向
上
。

▼
学
校
教
員
の
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
る

時
間
外
勤
務
の
縮
減
。

▼
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
や
学
校
、
関
係
機
関
、
保

護
者
と
協
議
。

▼
川
湯
中
学
校
体
育
館
の
屋
根
ふ
き
替

え
工
事
、
弟
子
屈
中
学
校
屋
上
の
防
水

塗
装
工
事
な
ど
、
引
き
続
き
計
画
的
な

改
修
工
事
を
実
施
し
、
快
適
な
教
育
環

境
の
安
定
的
な
提
供
。

▼
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
情
報

化
が
進
む
未
来
を
見
据
え
、
現
代
社
会

に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
教
育
へ
の
的
確
な
対
応
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
向
け
た
環
境
整
備
。

▼
遠
距
離
通
学
す
る
児
童
生
徒
や
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
効
率
的
な
運
行
体
制
を
継
続

▼
登
下
校
を
見
守
る
交
通
指
導
員
や
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
な
ど
、
地
域
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
通
学
路
の
児
童
生

徒
の
安
全
を
見
守
る
体
制
を
維
持
。

▼
安
全
・
安
心
な
通
学
路
確
保
の
た
め
、

警
察
や
学
校
、
道
路
管
理
者
な
ど
の
関

係
機
関
合
同
で
通
学
路
点
検
を
実
施
。

▼
経
年
劣
化
の
補
修
、住
環
境
の
整
備
。

▼
汲
み
取
り
式
や
簡
易
水
洗
が
多
い
へ

き
地
住
宅
の
ト
イ
レ
な
ど
、
水
回
り
を

環
境
整
備
の
重
点
改
善
項
目
と
し
、
計

画
的
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
。

▼
平
等
な
学
習
機
会
の
提
供
を
図
る
た

め
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
に

対
し
、
学
用
品
費
な
ど
の
負
担
を
軽
減

す
る
就
学
援
助
制
度
を
継
続
実
施
。

▼
学
校
給
食
の
無
償
提
供
を
継
続
。

▼
新
入
学
児
童
祝
い
品
の
拡
充
。

▼
大
学
進
学
な
ど
の
奨
学
金
に
つ
い
て
、

返
済
免
除
の
制
度
導
入
に
向
け
た
検

討
。

▼
安
全
な
給
食
提
供
の
た
め
、
良
質
な
食

材
や
地
場
産
品
の
利
用
、「
学
校
給
食

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
た

取
扱
い
の
徹
底
。

▼
食
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
普
及
や
児

童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
向
け
た

栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育
指
導
の
推
進
。

▼
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
。

　
社
会
や
生
活
様
式
の
変
化
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
の
希
薄
化
に
よ
る
課

題
が
深
刻
化
す
る
現
代
に
あ
っ
て
、
社
会

的
包
摂
と
そ
の
基
盤
と
な
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
果
た
す
役
割
は
一
層
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。誰
一
人
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

「
第
８
次
弟
子
屈
町
社
会
教
育
中
期
計

画
」に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な「
循
環
型
生

涯
学
習
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
各
種
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
学
校
教
育
環
境
の
整
備

②
通
学
体
制
の
確
保

③
教
職
員
住
宅
の
整
備

④
保
護
者
負
担
の
軽
減

⑤
学
校
給
食
の
充
実

④
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

⑥
高
等
学
校
へ
の
支
援

⑤
特
別
支
援
教
育
の
充
実

生
涯
学
習
の
推
進
と

文
化
の
継
承

学
校
教
育
環
境
の
充
実

⑦  

教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

働
き
方
改
革
の
推
進

中学生を対象とした陶芸体験教室
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令和５年度教育行政方針

教育長 岩　原　勝　行

豊豊豊かなかなかな心心心
夢夢夢（まち）（まち）（まち）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
一
変
し
て
３
年

余
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
社
会
生

活
や
経
済
活
動
も
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。学
校
教
育
で
は
、

運
動
会
や
学
芸
会
な
ど
の
行
事
で
、
保
護

者
の
出
席
も
段
々
と
緩
和
さ
れ
、
力
い
っ

ぱ
い
走
り
、
真
剣
に
劇
を
演
じ
る
児
童
生

徒
の
姿
に
、
多
く
の
参
加
者
が
感
動
し
ま

し
た
。ま
た
社
会
教
育
で
は
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
生
き
が
い
講
座
や
総
合
文

化
祭
の
芸
能
発
表
会
な
ど
、
ほ
ぼ
予
定
通

り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昨
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
「
第
６
次
弟
子
屈
町
総

合
計
画
」に
お
い
て
は
、「
豊
か
な
心
を
育

て
、
文
化
を
大
切
に
す
る
夢（
ま
ち
）づ
く

り
」
を
教
育
分
野
の
基
本
目
標
と
し
て
お

り
、
こ
の
理
念
に
沿
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
環
境
を
し
っ
か
り
保
障
し
、
全

て
の
町
民
が
心
を
豊
か
に
で
き
る
生
涯

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
通
い
た
く
な

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
。

▼
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、
弟
子
屈

町
学
力
調
査
を
分
析
、
子
ど
も
の
学
習

状
況
の
把
握
と
、授
業
の
改
善
。

▼
学
力
向
上
に
向
け
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

策
定
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
。

▼
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
な
る
効
果
的
な
活

用
を
図
り
、情
報
化
教
育
を
強
化
。

▼「
個
別
最
適
な
学
び
」「
協
働
的
な
学

び
」
の
構
築
、
主
体
的
に
学
ぶ
学
習
意

欲
の
向
上
。

▼
玉
川
大
学
協
力
の
も
と
小
学
生
対
象

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
、
外
国
語

教
育
の
充
実
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
。

▼
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
と
「
豊
か
な

心
」を
育
成
し
、健
全
な
心
身
を
維
持
。

▼
家
庭
学
習
の
習
慣
化
や
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
学
校
と

家
庭
・
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
。

▼「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、生
活
習
慣
等

調
査
」
の
分
析
、
児
童
生
徒
の
体
力
状

況
の
把
握
と
体
育
授
業
の
改
善
、Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
。

▼
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
よ
る

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
。

▼「
い
じ
め
撲
滅
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
、
各

学
校
で
の
主
体
的
な
取
組
み
の
充
実
。

▼
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
の
た
め
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
相
談
・

支
援
や
関
係
各
所
と
連
携
し
、
繋
が
る

こ
と
を
意
識
し
た
取
組
み
を
継
続
。

③
心
身
の
健
康
づ
く
り

学
習
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。併

せ
て
、
そ
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
弟

子
屈
町
教
育
大
綱
を
兼
ね
、
本
年
度
か
ら

始
ま
る
「
第
３
次
弟
子
屈
町
教
育
推
進
基

本
計
画
」
に
掲
げ
る
各
種
事
務
事
業
を
着

実
に
実
施
し
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
弟
子
屈

町
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
持
続
可
能
な

地
域
の
創
り
手
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を

身
に
つ
け
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
く
た

め
に
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を

全
力
で
支
援
し
ま
す
。そ
の
た
め
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

け
た
指
導
方
法
の
工
夫
、
日
常
の
授
業
改

善
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、学
校
・
家
庭
・

地
域
の
一
層
の
連
携
を
図
り
、
地
域
を
学

び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
学
習
環
境
の

充
実
に
向
け
、学
校
教
育
の
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

▼
教
育
を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創

る
目
標
を
共
有
し
、
学
校
と
保
護
者
、

地
域
社
会
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
便
り
を
通
じ

て
教
育
活
動
の
成
果
を
、
保
護
者
や
地

域
住
民
へ
発
信
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
性
化

に
向
け
「
弟
子
屈
町
地
域
学
校
協
働
本

部
」な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
。

▼
保
護
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
学
校
、

生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実

学
び
環
境
の
充
実

①  

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

②  

確
か
な
学
力
の
か
ん
養
と

情
報
化
教
育
の
強
化



「ふるさと納税」返礼品協力事業者を募集します

問い合わせ先／役場まちづくり政策課ふるさと納税推進係☎４８２‐２９２３（課直通）

₉ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

　町では、まちの価値向上や魅力を積極的に伝えるとともに、本町を応援していただ
ける方を増やすことを目的に、現在の返礼品を更に充実させるための協力事業者を募
集します。
　返礼品はモノだけではなく、宿泊、体験などのサービスも可能ですが、応募条件が
あります。事前に町公式ホームページをご覧になるか、下記問い合わせ先までご連絡
ください。
　応募される場合は、以下の日時までに「応募用紙」をまちづくり政策課までメール
で提出してください。

●応募用紙配布場所／・役場まちづくり政策課、川湯支所、摩周湖観光協会
　　　　　　　　　　・町ホームページからダウンロード
　　　　　　　　　　　希望者にはメールで応募用紙の様式を送信しますので、ご連絡ください。
●応 募 受 付 日 時 ／４月12日㈬正午までメールで送信してください。
　　　　　　　　　　（furusato_teshikaga@town.teshikaga.hokkaido.jp）
●既に返礼品協力事業者となられている方は、あらためての応募は不要です。
　返礼品を変更、追加される場合は追加・変更分の応募をお願いします。

問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

　環境省と（一社）日本エコツーリズム協会が主催する、第₁₈回エコツーリズ
ム大賞に、てしかがえこまち推進協議会（会長・德永町長）ならびに（一社）摩
周湖観光協会（渡辺隆幸会長）が栄えある大賞を受賞しました！
　全国各地でエコツーリズムの取り組みが進む中、特に₂₀₂₀年より再開した
アトサヌプリ（硫黄山）トレッキングツアーの取り組みが評価されました。
　２月₂₇日㈪、環境省（東京都千代田区）にて表彰式が行われ、德永会長と渡
辺会長が出席しました。式後の取組発表では、藤原仁エコツーリズム推進部会長が、てしかがえこまち推進協
議会の紹介や、アトサヌプリトレッキングツアーの取り組みについて、発表を行いました。

受賞団体にコメントを
いただきました！

（弟子屈町公式チャンネル）

●アトサヌプリトレッキングツアーとは？
　平成₁₂年の落石事故をきっかけに入山が禁止とされていた硫黄山（アトサヌプリ）ですが、
てしかがえこまち推進協議会が「エコツーリズム推進全体構想」の「特定自然観光資源の指
定」という制度を活用し、地域独自の立入制限のルールを定め、そのルールの中で登山ができ
るようになりました。本制度を活用した事例は、本町が全国で初めてです！
　※現在は、認定ガイドの同行がなければ入山できません。

●持続可能な観光サミット開催！
　「持続可能な観光サミット」が２月₁₄日、岩手県釜石市で開催され、吉備津民夫
副町長が参加しました。サミットの中では、持続可能な観光が地域の課題を解決
する足掛かりになるとして、参画する８市町（北海道ニセコ町、同弟子屈町、岩手
県釜石市、長野県小布施町、京都府宮津市、徳島県三好市、熊本県小国町、鹿児島
県与論町）にて持続可能な観光の推進に向けた共同宣言を行いました。

えこまち推進協議会と摩周湖観光協会がエコツーリズム大賞を受賞!
アトサヌプリ（硫黄山）トレッキングツアーの取り組みが評価

₈広報てしかが ₂₀₂₃．₄

▼
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
行
い
な
が
ら
仲

間
づ
く
り
や
異
世
代
と
の
交
流
を
通

し
、
心
身
共
に
健
康
で
活
力
あ
る
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た「
生
き
が
い
講
座
」を
実
施
。

▼
地
域
の
方
に

加
え
、多
様
な

ス
キ
ル
を
持

ち
移
住
さ
れ

て
き
た
方
々

を
講
師
に
迎

え
公
民
館
講

座
を
充
実
。

▼
老
朽
化
し
た
施
設
の
計
画
的
な
更
新
。

▼
中
心
市
街
地
再
構
築
事
業
に
よ
る
新

た
な
施
設
の
検
討
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
や
、
読
書
活
動
講
演
会
な

ど
、関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
、読
書
の

習
慣
化
。

▼
地
域
と
学
校
が
目
標
を
共
有
し
多
様

な
活
動
を
行
う
、連
携
・
協
働
型
の「
地

域
学
校
協
働
活
動
」の
実
施
。

▼
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験

活
動
や
、
白
糠
町
と
の
小
学
生
交
流
事

業
、
未
来
こ
ど
も
協
議
会
と
連
携
す
る

Ｊ
Ｒ
乗
車
体
験
事
業
の
実
施
。

▼「
北
海
道
青
少
年
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
養
成
事
業
」や「
少
年
の
主
張
」へ

の
参
加
奨
励
、
将
来
に
わ
た
り
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
対
応
す
る
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
。

▼
年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
や
学
校
開
放
事
業
の
継
続
。

▼
箱
根
駅
伝
第
１
０
０
回
大
会
に
向
け

合
宿
に
訪
れ
る
チ
ー
ム
へ
の
支
援
。

▼
合
宿
誘
致
委
員
会
と
連
携
し
た
新
た

な
誘
致
活
動
の
実
施
。

▼「
屈
斜
路
湖
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
イ
ミ
ン
グ
大
会
」
や
「
道
東
野
球
大

会
」、「
古
希
道
東
地
区
選
手
権
大
会
」

な
ど
の
運
営
へ
の
積
極
的
な
支
援
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
核

と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
協

会
や
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
へ
の
活
動

支
援
。

▼
指
導
者
の
育
成
を
進

め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

体
制
を
拡
充
。

▼
全
道
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し

た
町
内
の
選
手
に
対
す
る
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
助
成
制
度
を
継
続
。

▼
修
武
館
の
窓
の
改

修
を
行
い
、
冬
期
間

の
練
習
環
境
を
改

善
。

▼
中
心
市
街
地
再
構

築
事
業
に
よ
る
プ

ー
ル
の
移
転
に
向

け
た
検
討
。

▼
文
化
芸
術
発
展
の
た
め
、
総
合
文
化
祭

の
開
催
や
中
心
的
役
割
を
担
う
文
化

協
会
の
活
動
支
援
を
継
続
。

▼
公
民
館
利
用
サ
ー
ク
ル
へ
の
各
種
支

援
、活
動
成
果
発
表
の
場
を
提
供
。

▼
文
化
振
興
助
成
制
度
に
よ
る
全
道
・
全

国
大
会
へ
の
出
場
支
援
や
、
各
郷
土
芸

能
の
保
存
伝
承
活
動
に
対
す
る
支
援
。

▼
幼
児
か
ら
一
般
成
人
ま
で
各
世
代
に

合
っ
た
芸
術
鑑
賞
事
業
の
実
施
。

▼
近
隣
市
町
村
で
開
催
さ
れ
る
各
種
公

演
へ
の
バ
ス
運
行
事
業
な
ど
、
本
格
的

な
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
充
実
。

▼
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
約
さ

れ
た
膨
大
な
郷
土
資
料
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
や
利
活
用
。

▼
専
門
職
員
を
増
員
し
、
他
の
類
似
施
設

と
の
連
携
な
ど
、
資
料
の
適
切
な
保
存

管
理
や
有
効
活
用
の
推
進
。

▼
玉
川
大
学
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
、

町
指
定
天
然
記
念
物
・
屈
斜
路
湖
の

「
マ
リ
ゴ
ケ
」の
植
生
調
査
を
継
続
。

▼
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ

ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
歴
史
的
地
域

資
源
の
有
効
活
用
に
向
け
、
屈
斜
路
コ

タ
ン
地
区
の
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る

ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進
。

▼
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館

の
新
た
な
展
示
資
料
の
作
成
な
ど
、
ア

イ
ヌ
文
化
の
普
及
啓
発
。

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

文
化
・
芸
術
の
継
承

①
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
強
化

①
文
化
活
動
の
推
進

①
住
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

②
ス
ポ
ー
ツ
団
体
組
織
の
充
実

③
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用

③
図
書
館
施
設
の
活
用
と
充
実

②  

公
民
館
の
施
設
整
備
と
活
動

の
充
実

①
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

②
青
少
年
育
成
活
動
の
推
進

青
少
年
の
健
全
育
成

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

①  
地
域
の
歴
史
の
保
全
と
活
用

②
文
化
財
の
保
護
と
伝
承

③
民
族
資
料
館
の
保
全
と
活
用

②
文
化
芸
術
環
境
の
充
実

文
化
財
の
適
切
な

保
全
と
活
用

　少
子
高
齢
化
や
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

に
不
透
明
感
が
漂
っ
て
お
り
ま
す

が
、
町
民
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
、
お
年
寄
り
を
支
え
て
い
く
と

い
う
、
い
つ
の
時
代
で
も
変
わ
ら
な

い
普
遍
的
な
思
い
を
大
切
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
策
を
着
実
に
進
め
ま

す
。



₁₁ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

総務費
  514,703万円
　　【34.9％】

民生費
256,890万円
【17.4％】

　公債費
122,850万円
  【8.3％】

商工費
120,579万円
　 【8.2％】

給与費
87,308万円

  【5.9％】

　  土木費
128,660万円
   【8.7％】

歳 出 総 額
147億5,500万円

農林水産業費
78,455万円【5.3％】

教育費
66,323万円【4.5％】

衛生費
48,290万円【3.3％】

消防費
41,762万円【2.8％】

議会費
7,039万円【0.5％】

その他
2,641万円【0.2％】

□その他内訳 ・予備費 1,200万円
・労働費 1,439万円
・災害復旧費 1万円
・諸支出金   1万円

町債残高(一般会計）

基金の(町の貯金)残高の推移

町債残高(令和５年度特別会計）

３年度 温泉事業

下水道事業

水道事業(企業)

４年度
（見込み）

５年度

47億
4,200万円

62億
800万円

77億
2,400万円

６億
6,500万円

５億
9,100万円

４億
9,700万円

令和３年度末 令和４年度(予算) 令和５年度(予算)

５億

０

40億

20億

60億

80億
財政調整基金

10億 15億０

96億2,700万円 5,600万円

90億6,500万円 12億2,000万円

100億3,300万円 7億5,900万円
（見込み）

その他基金 繰入金

0 50億 100億

生費は前年度比50.0％の増で、保育園
整備事業の増によるものです。労働費

は前年度比26.5％の減で、就職氷河期世代就
業支援事業の減によるものです。農林水産業
費は前年度比67.3％の増で、ワイナリー建設
事業やチーズ製造拠点整備事業の増によるも
のです。商工費は前年度比30.1％の減で、構造
試錐井掘削調査業務の減と川湯温泉廃屋撤去
事業の増によるものです。教育費は前年度比
14.9％の増で、高校給食費無償化に要する経
費と教職員住宅改修事業の増によるもので
す。

民

一般会計予算

歳出

・予算に関するお問い合わせ先
役場まちづくり政策課財政係☎４８２‐２９１３（課直通）まで

　町の財政状況を詳しくお知らせする

ため、総務省が示した統一的な基準に

基づく財務諸表（貸借対照表、行政コス

ト計算書、純資産変動計算書、資金収支

計算書）を作成しています。内容につい

ては町ホームペー

ジや役場まちづく

り政策課で閲覧で

きます。

₁0広報てしかが ₂₀₂₃．₄

　 　　
　

　
　
　

    

依
存
財
源

　　
　
　
　

　
　自
主
財
源 

道支出金
45,936万円【3.1％】

地方交付税
  385,000万円
　　　【26.1％】

その他

町債
216,120万円
【14.6％】

寄附金
450,031万円
【30.5％】

国庫支出金 
112,016万円
【7.6％】

使用料及び手数料
20,273万円【1.4％】

その他
101,706万円【6.9％】
□その他内訳
　▼自主財源　　66,274万円

・財産収入　　　　　　　 2,207万円
・繰入金　　　　　　　　59,067万円
・繰越金　　　　　　　　 5,000万円

・地方譲与税　　　　　  14,650万円
・利子割交付金　　　　　　  40万円
・配当割交付金　　　　　　 150万円
・株式等譲渡所得割交付金　 100万円
・法人事業税交付金　　　 1,000万円
・地方消費税交付金　　　18,000万円
・ゴルフ場利用税交付金 　　290万円
・環境性能割交付金　　　 　920万円
・地方特例交付金　　　 　   200万円
・交通安全対策特別交付金 　 82万円

　▼依存財源　　35,432万円

分担金および負担金
17,376万円【1.2％】

諸収入
35,740万円【2.4％】

町税
91,302万円

    【6.2％】

歳 入 総 額
147億5,500万円

53.8％
46.2％

入の内訳では、町税や寄附金などの自主
財源は680,996万円（構成比46.2％、前年

比14.0％減）、地方交付税や国・道支出金、町債な
どの依存財源は794,504万円（構成比53.8％、前年
比28.4％増）となっています。自主財源が歳入総
額に占める割合が高いほど財政の自主性と安定
性が確保されます。本町においてはふるさと納税
の増額により、自主財源の割合が依存財源の割合
を若干下回る程度となっておりますが、今後のふ
るさと納税の動向によっては再び本町財政の安
定は国の考え方に大きく左右されることになり
ます。

歳

令和５年度の当初予算が成立しました。

予算の概要や基金、町債の現状などをお知らせします。

令和５年度
弟子屈町　予算の概要

特別会計予算

一般会計予算

歳入

会　計　名 予算額 増減率
国民健康保険特別会計 ₉₄，₆₉₈万円 △₁．₉％
介護保険特別会計 ₉₈，₃₃₈万円 ₂．₄％
後期高齢者医療特別会計 ₁₄，₈₅₁万円 ₁．₆％
温泉事業特別会計 ₇，₅₃₂万円 △₁₁．₀％
下水道事業特別会計 ₄₆，₄₇₀万円 ₄₇．₉％
水道事業会計 ₃₂，₃₀₇万円 ₁₄．₇％



人槽区分 補助上限額

５人槽 900,000円

７人槽 1,150,000円

10人槽以上50人槽以下 1,530,000円

店名 住所(弟子屈町) 電話番号

㈱熊谷工務店 高栄４丁目４番28号 015-482-1941

鋼管建設工業㈱ 美里４丁目１番20号 015-482-4217

㈱近藤建設 鈴蘭２丁目１番11号 015-482-1060

大栄電業㈱ 泉４丁目10番３号 015-482-2677

㈲服部水道工務店 摩周１丁目２番１号 015-482-1066

㈱協和建設 高栄１丁目２番２号 015-482-2369

町では、本年度も浄化槽設置費用の一部について、補助金を交付します。

【補助の対象・内容】
衛 町が定めた弟子屈町公共下水道事業計画区域を除く地域で

あること。
衛自らが居住または居住しようとしている建物で処理対象人

員が50人槽以下の浄化槽であること。
衛町内に住所を有していて、町税などを滞納していないこと。
衛浄化槽工事業の登録または届出をしている町内の排水設備

指定店が施工するもの。 ※別表１参照
衛補助の対象となる費用は、浄化槽本体に係る工事費用のみで

すが、トイレ・屋内の排水設備費用などについては、住宅建設
促進事業の対象となり併用する事が出来ますので、詳しくは担当課（役場建設課☎４８２-２９４１【課直通】）
までご相談ください。

※ 単独浄化槽から合併浄化槽へ転換する場合は、
単独浄化槽の撤去費用に対して、9万円を上限
額とし、上記の補助上限額に加算します。

【申請手続き】

▼受付期間／４月３日㈪～10月31日㈫まで

▼受付場所／役場水道課設計係

▼申請方法／ 補助金の交付申請については、「弟子屈町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付規則」に基づく各
書類提出が必要です。

　　　　　　　 補助金の交付決定を受ける前に工事を開始すると、補助金は交付されません。工事を行う前に、必ず
役場水道課にお問い合わせください。詳しい提出書類などをご説明します。

　※本年度の補助金は予算の範囲内で交付しますので、年度途中で終了する場合があります。

合併処理浄化槽設置整備事業

申し込み・問い合わせ先／役場水道課設計係☎４８２‐２９４２（課直通）

合併処理浄化槽設置費のための補助を行っています

放流管工事
（補助対象外）

排水設備工事など
（補助対象外）

浄化槽設置工事
（補助対象）

放流管 浄化槽本体

送気管

ブロア（送風機）

流入管
汚水ます

別表１【指定工事店】 別表２【補助上限額】

（広告）

₁3 広報てしかが ₂₀₂₃．₄ ₁2広報てしかが ₂₀₂₃．₄

美留和
処理場
にて

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

COOL
CHOICE
COOL
CHOICEエコの

すすめ
　地域の清掃活動や道路などの公共の場所をボランティアで清掃して
出たごみは申請することで、無料で処分できます！
　また、清掃活動に必要なごみ袋の配布も行っています。

ごみ処理手数料「無料」・ごみ袋の配布を実施！ 清掃活動の際などぜひ
ご利用を！

美留和処理場の５～６月の営業につい
て、ご不明な点があれば、役場環境生活
課環境係までお問い合わせください。

ごみは分別し、決められた場所に出しましょう。
不法投棄は犯罪です！

～法律により、５年以下の懲役または1,000万以下の罰金が科せられます～

５～６月の間、美留和処理場は、
第１・第５日曜日も開場しています！

◆営業時間
●平日　月曜～金曜(祝祭日含む）

　　９時 ～ 16時まで
●土曜、第２・４日曜日

　　５月～６月は第１・第５の日曜日
　　９時 ～ 正午まで

★事前に申請の手続きが必要になります★
　・申 請 対 象／ 自治会・ボランティアで清

掃を行う団体・企業
　・申 請 時 期／随時
　・ 申 請 方 法／ 役場環境生活課窓口・川湯支所窓口まで

お越しください。
　・ ごみ袋の配布／ 必要な枚数をお渡ししますので申請時に

お知らせください。
　※詳しくはお問い合わせください。

町では、ごみの不法投棄やポイ捨てか
ら自然環境を守り引き継いでいくため、

「自然の番人宣言」を行っています。

春の一斉清掃が始まります!

▶ ペットボトルの中を空にして、水洗いす
る。

▶ キャップとラベルを外して、素材ごとに
して分別して出す。

※ 調味料のふたや紙ラベルなど外すのが難
しいものはそのまま出してください。

問い合わせ先／役場環境生活課生活係　☎４８２‐２９３４（課直通）

　美留和ゴミ処理場に「ペットボトル圧縮処理施設」が
完成し、新たに稼働します。これから施設でペットボト
ルの圧縮作業を行うことにより、従来に比べて引渡し先
まで１回あたりの運搬量が多くなり、運搬費を節約でき
るようになります。
　ペットボトルを捨てる際、正しく分別することで、き
れいに圧縮することができます。今後もペットボトルの
正しい分別にご協力をよろしくお願いします。

ペットボトルの出し方 悪いペットボトルの例
（ペットボトルとして分別できません）

分別の仕方を
復習！

良いペットボトルの例
（きれいに圧縮することができます）
良いペットボトルの例
きれいに圧縮することができます

ペットボトル圧縮処理施設が新たに稼働
ペットボトルの正しい分別方法の再確認



₁₅ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

運転免許証を自主返納した方に乗車券などを交付
　交通事故のない安心して暮らせるまちづくりを推進するため、運転免許証を自主返納した高齢者の方などが、
マイカーに依存することなく移動できるよう、交通費などの一部を支援します。

▼交付対象者　
　　次のすべての項目に該当する方が対象です。
　　　盈本町に住民登録されている65歳以上の方、または障がい者手帳をお持ちの方
　　　盈町税などを滞納していない方
　　　盈弟子屈町暴力団排除条例に定める暴力団員などでない方
　　　　※運転免許証を自主返納した日から１年以内に申請が必要です。

▼交付されるもの
　　〇阿寒バス回数券　〇摩周ハイヤー乗車券　〇摩周湖スタンプ商品券
　　※この中から合計２万円分を交付します。

▼申請方法
　　役場環境生活課に次の必要書類を提出してください。
　　盈本人であることが確認できる書類（運転免許経歴証明書・健康保険証・介護保険証・マイナンバーカード など）
　　盈印鑑　盈申請による運転免許証の取消通知書
　　※ 申請後、２週間程度でご本人に通知します。

弟子屈町運転免許証返納支援事業

　令和５年度の始まりです。新しい職場や学校にデビューされる方、心機一転気持ちを新たに頑張ろうとされ
ている方の新しい門出を心よりお祝いします。

　昨年度を振返ると、町は地震、台風、火山噴火などによる被害が「幸運にも」ありませんでした。
　昨年９月号のこのコーナーで台風を例に紹介したように、自然災害は制御することも発生時期を前もって知る
こともできません。
　災害対策には、自分自身や家族で備える「自助（一人ひとりの役割）」、地域で助け合う「共助（地域の役割）」、
行政が行う「公助（行政の役割）」の３つがあります。私たちの生命、身体および財産を災害から保護するためには、
町防災会議が作成する災害予防、災害応急対策、災害復旧などの災害対策計画である「地域防災計画」による「公
助」、災害発生当初の「自助」「共助」に関する準備や心構えが大切です。
　皆さんは「自助」「共助」について、何を、どの程度準備していますか？平常時から、避難経路や危険箇所を知っ
ておくとスムーズに避難行動に移すことができます。また、近隣の方と積極的にコミュニケーションを取るよう
にしましょう。
　「自助」についてのご質問・ご相談については、お気軽に問い合わせ先までご連絡ください。

防災ワンポイントコーナー

「自助」「共助」の備えを大切に

(有)古建工業と「防災協力に関する協定」締結で災害応急力が向上

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

トレーラー型ハウス

　町は、町内で建設業を営む(有)古建工業（古舘信男代表取締役）と「防
災協力に関する協定」を２月21日に締結しました。
　災害時、被災者の避難所や防災ボランティアの居住スペースなどとし
て、古建工業より右の写真にあるトレーラー型ハウスを町に提供してい
ただくものです。
　この協定締結により、災害応急力が一段と向上できることが期待され
ています。

₁4広報てしかが ₂₀₂₃．₄

チャンネル登録は
⇨からできます！

弟子屈町公式チャンネル便りVol.12
2023年 4月

先月のおすすめ！

お問い合わせ：まちづくり政策課政策調整係
　　　　　　℡:482-2913( 課直通 )

「移住者・移住希望者が町民と関われる機会を増やそう」という想い
協力隊小島さんが開催！笑顔が素敵です

登録者数 7000 人まで
( 人口を越えるまで )動画はこちらから！

森のスノーパーク
が開催！

第一回町民 × 移住者
交流会開催！

弟子屈に冬のイベント第２弾 森のスノーパーク in 川湯温泉が開催
弟子屈ならではのアクティビティや出店・展示がたくさん！

あと

２６８８
人(2023 年 3 月 15 日時点 )

チャンネル登録の
ご協力よろしくお願いします！

ご利用くださいご利用くださいご利用ください 空き家バンク・人財バンク 空き家バンク・人財バンク 空き家バンク・人財バンク
　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹
介しています。
　３月20日現在、「空き家バンク」で募集している空き家物件は２
件（売買２件）。今月は「登録番号72物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録５人、団体登録
８団体。今月は団体登録番号７「てしかがレイカーズ」を紹介しま
す。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ホームページに掲載していま
す。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ
　 https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/kurashi_

tetsuzuki/sumai_seikatsu/1/1658.html
▼人財バンクホームページ

　 https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/
kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/jinzaibank/996.html

空き家バンク 人財バンク

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

空き家バンク
登録番号 72▼場所／弟子屈町字屈斜路

　　　　381番地26

▼建物／木造２階建
　　　　４LDK

▼建築年／1990年
         (平成２年)

▼価格／1,600万円

人財バンク
団体登録番号７

▼団体名／てしかがレイカーズ

▼分野／学術・文化・

芸術・スポーツ

▼ＰＲ／町役場職員

を中心に構成され

ていたチームです

が、高齢化と部員減少により、どなたでも参加

できるチームとなりました。平均年齢は高めで

すが、無理なく、楽しくをモットーに活動して

います。野球好きで楽しくプレーしたい方は、

ぜひ仲間になってください！



₁₇ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

卒業生代表が答辞（₃⊘₁　弟子屈高校）

温かい拍手で迎えられて式場へ（₃⊘₂₅　こども園ましゅう） 卒業証書を皆さんに披露（₃⊘₁₇　川湯小学校）

全校生徒による式歌斉唱（₃⊘₁₅　川湯中学　校）

卒業生35人のよろこびの言葉（₃⊘₁₇　弟子屈小学校）

卒業生から記念品が（₃⊘₂₄　和琴小学校）

大きな拍手に見送られ（₃⊘₂₄　美留和小学校）緊張した面持ちで式に臨む卒業生（₃⊘₁₅　弟子屈中学校）

卒業証書を受け取り会場にあいさつ（₃⊘₁₅　川湯中学校）校長先生と握手を交わす（₃⊘₂₄　美留和小学校）

広報てしかが ₂₀₂₃．₄てしかが ₂₀₂₃．₄てしかが広報てしかが ₂₀₂₃．₄ ₁₆広報てしかが ₂₀₂₃．₄

３月１日の弟子屈高校を皮切りに

町内小・中学校で卒業式、保育園・認定こども園で卒園式が行われました

今年の卒園児・卒業生は

保育園・認定こども園が22人、小学校50人、中学校49人、高校26人です

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、式典の一部が省略されたり、

参加者が制限されるなどの対応がありましたが、

式を終えた卒園児・卒業生は希望を胸に思い出いっぱいの校舎を後にしました
※川湯保育園は、編集スケジュール上、写真を掲載できないことをご了承ください。

保護者の拍手の中 喜びいっぱい（₃⊘₁₅　弟子屈中学校）

在校生に見送られ思いがあふれる（₃⊘₁₇　川湯小学校）

色とりどりの紙吹雪でお見送り（₃⊘₁₇　弟子屈小学校）

園長先生から卒園証書が（₃⊘₂₅　こども園ましゅう）全校生徒による式歌斉唱（₃⊘₁₅　川湯中学　校）

卒業生35人のよろこびの言葉（₃⊘₁₇　弟子屈小学校）

凛々しい表情で卒業証書を受け取る（₃⊘１　弟子屈高校）

大きな拍手に見送られ（₃⊘₂₄　美留和小学校）

今日まさに
巣立ちの時

卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式卒業式
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問い合わせ先／役場健康こども課こども支援係☎４８２‐２９３５（課直通）

₁₉ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

▶支給対象者／申請日時点で町に住民票がある方で以下のいずれかに該当する方
①出産応援給付金
　・妊娠届出を提出される方（妊婦）
②子育て応援給付金
　・出産される方（産婦）

※ 他市町村から国事業の「出産・子育て応援給付金」を支給されている場合は対象外となります。
▶支給額／①②それぞれ５万円

　町では、国の施策に基づき、妊娠している方や子育て家庭の皆さんが安心して出産・子育て
をしていけるよう継続的に相談支援を行う「伴走型相談支援」を図るとともに、経済的負担の
軽減を目的とした「経済的支援」を一体として実施する出産・子育て応援給付金支給事業を始
めます。

　申請方法などの詳しい内容については、町ホームページをご覧いただくか、下記問い合わせ先
までご連絡ください。

弟子屈町出産・
子育て応援給付金を開始

令和６年度釧路管内町村職員の採用資格試験≪大学卒≫が行われます。

◆試験区分／大学卒
◆受験資格／ 平成７年４月２日～平成₁₄年４月１日生まれで、大学卒

業および卒業予定者の方
▽令和６年４月の町村職員新規採用予定者数

◆一次試験
　◦日 時／７月９日㈰　　
　◦会 場／ 釧路センチュリーキャッスルホテル　２階平安の間（北海道釧路市）
　◦合格発表／７月₃₁日㈪（釧路管内各町村役場および釧路町村会に掲示）
◆ 受付期間／ ４月３日㈪～５月₁₉日㈮まで（月曜日～金曜日の９時～₁₇時までで、土・日曜日、祝日は受け付け

ません）。郵送の場合は５月₁₉日までの消印有効です。
　※受験手続きなど、詳細はお問い合わせください。
　　町公式ホームページ（https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/）にも受験手続きなどを掲載します。

受け付け・問い合わせ先／役場総務課職員係☎４８２‐２９１２（課直通）
　　　　　　　　釧路町村会☎０１５４‐４３‐０６４９

釧路管内町村職員採用資格試験
（大学卒）のお知らせ

町村名 釧路町 厚岸町 浜中町 標茶町 弟子屈町 鶴居村 白糠町 合計
一般事務＜大学卒＞ 1人 2人 ２人 ２人 １人 1人 3人 12人

専門職

各町村計 1人 2人 ２人 ２人 １人 1人 3人 12人

₁₈広報てしかが ₂₀₂₃．₄

６月１日㈭
～

11月10日㈮

７月１日㈯
～

10月４日㈬

７月１日㈯
～

10月11日㈬

18歳以上33歳未満の方（32歳の方は
採用予定月１日から起算して３月
に達する日の翌月の末日現在、33
歳に達していない方）

募集種目 募集人員

幹部候補生

大学卒業程度
【参考】令和４年度

陸　約181人（うち女子 約25人）

海　約 94人（うち女子 約12人）

空　約 86人

応募資格 受付期間 試験日 合格発表日 入隊・入校 待遇・その他

一般
大学院卒業

【参考】令和４年度
陸　約14人
海　約４人
空　約10人

22歳以上26歳未満の方
（ 20歳以上22歳未満は大学卒業（見
込み含む）、修士課程修了者など
（見込み含む）は28歳未満）

修士課程修了者など（見込み含む）で、
20歳以上28歳未満の方

①４月14日㈮まで
②６月15日㈭まで
（飛行要員を除く）

【参考】令和４年度
陸　約13人
海　約11人
空　約６人

専門の大学卒業（見込み含む）で20歳
以上30歳未満の方
（薬剤科は20歳以上28歳未満の方）

歯科
薬剤科

①１次　４月22日㈯・23日㈰
　２次　５月26日㈮
　　　　　　～６月１日㈭
　３次（海・空飛行要員）
　（海）６月22日㈭～26日㈪
　（空）７月15日㈯
　　　　　　～８月３日㈭

②１次 ６月24日㈯
　２次 ８月１日㈫～７日㈪

①１次　４月22日㈯
　２次　５月26日㈮
　　　　　　　～６月１日㈭
②１次　６月24日㈯
２次　８月１日㈫～７日㈪

①１次 ５月19日㈮
　２次（海・空飛行要員）
 　（海）６月15日㈭
 　（空）６月19日㈪
 最終
　（陸）７月６日㈭
　（海）７月14日㈮
　（空）８月25日㈮
②１次７月21日㈮
　最終９月21日㈭

①１次　　 ５月19日㈮
　最終 （陸）７月６日㈭
   　（海・空）７月14日㈮
②１次　　 ７月21日㈮
　最終　　 ９月21日㈭

令和６年３月中旬
～４月上旬

入隊後、約１年で３
等陸・海・空尉
（ 大学院卒業者試験
合格者は２等陸・海・
空尉）

歯科は入隊後約６週
間で２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１
年で２等陸・海・空尉

【参考】令和４年度
陸　約４人
海　約５人
空　約３人

医師・歯科医師の免許を取得した方医科・歯科幹部
①６月23日㈮
②11月17日㈮

①７月27日㈭
② 12月21日㈭

２等陸・海・空尉以上
で採用（経験年数な
どにより異なる）

① ６月８日㈭まで
②８月１日㈪
　　～10月26日㈭

①９月下旬～10月上旬

② 令和６年３月下旬

　　　　～４月上旬

【参考】令和４年度
海　約10人
空　約15人

大卒以上の方で、応募資格に定め
られた学部・専攻学科などを卒業
後、２年以上の業務経験のある方

技術海上・技術航空幹部 ６月19日㈪

７月28日㈮

３等海・空尉以上で
採用（経験年数など
により異なる）

５月19日㈮まで

海　９月下旬
空　10月上旬

【参考】令和４年度
海　約20人
空　約８人

20歳以上で国家免許資格を取得し
た方など

技術海曹・技術空曹 ６月16日㈮

３等海・空曹以上海・
空曹長までで採用（免
許資格・年齢などによ
り異なる）

海　９月下旬
空　11月下旬

【参考】令和４年度
海　約74人（うち女子 若干人）

空　約72人

海　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上23歳未満の方

空　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上21歳未満の方

航空学生

１次　９月18日㈪
２次　10月14日㈯～19日㈭
３次　
 海 11月17日㈮～12月13日㈬
 空 11月11日㈯～12月14日㈭

１次　10月６日㈮
２次
　（海）11月８日㈬
　（空）11月２日㈭
最終
　令和６年１月16日㈫

入隊後、約６年で３
等海・空尉

７月１日㈮
～

９月７日㈭

令和６年３月下旬
～４月上旬

※上記のほかに設
定する場合があり

ます。

【参考】令和４年度
陸約4,000人（うち女子 約500人）

海約1,580人（うち女子 約200人）

空　約  1,400人

18歳以上33歳未満の方（32歳の方は
採用予定月の末日現在、33歳に達
していない方）

一般曹候補生

①１次　５月19日㈮～28日㈰
　２次　６月17日㈯
　　　　　　　～７月２日㈰
②１次　９月15日㈭～24日㈰
　２次　10月14日㈯
　　　　　　　～11月５日㈰
いずれか１日を指定されます

①１次　６月８日㈭
　最終　７月20日㈭
②１次　10月５日㈭
　最終　11月24日㈮

入隊後２年９カ月経
過以降、選考により
３等陸・海・空曹

【参考】令和４年度
陸　約5,000人
海　約  950人
空　約1,700人

男子

受付時または各自衛隊地方協
力本部のホームページにてお

知らせ
試験時にお知らせ

所要の教育を経て、
３カ月後に２等陸・海・
空士に任用。陸（技術
系を除く）は１年９カ
月、陸（技術系）・海・空
は２年９カ月を１任
期として任用（以降２
年を１任期）

年間を通じて随時

令和６年３月下旬
～４月上旬

　 上記のほかに設
定する場合があ
ります。

【参考】令和４年度
陸　　約750人
海　　約200人
空　　約600人

女子

自衛官候補生

【参考】令和４年度
人文・社会科学専攻

約35人（うち女子 約15人）

理工学専攻
約115人（うち女子 約25人）

推薦 ９月16日㈯・17日㈰ 10月27日㈮

９月５日㈫
～

８日㈮

令和６年４月上旬

防衛大学校
学生

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満で、成績優秀かつ生徒
会活動などに顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる方

【参考】令和４年度
約50人（うち女子 約10人）

（ 人文・社会科学専攻、理工学
専攻合わせて）

総合選抜
　１次　９月16日㈯
　２次　10月21日㈯・22日㈰

１次　10月10日㈫
最終　11月17日㈮

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満の方（自衛官は23歳未満）

【参考】令和４年度
人文・社会科学専攻

約55人（うち女子 約15人）

理工学専攻
約225人（うち女子 約35人）

一般
１次　10月28日㈯
２次　11月28日㈫

　　　　～12月２日㈯

　１次　11月17日㈮
　最終　12月28日㈭

７月１日㈯
～

10月18日㈬

修学年限４年
卒業後、約１年で
３等陸・海・空尉

【参考】令和４年度
約83人

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）で18歳以
上21歳未満の方

防衛医科大学校
医学科学生

　１次　10月21日㈯
２次　12月13日㈬～15日㈮

　１次　11月30日㈭
　最終
　令和６年１月30日㈫

修学年限６年
医師免許取得後、２
等陸・海・空尉

【参考】令和４年度
約75人

防衛医科大学校看護学科
学生（自衛官候補看護学生）

　１次　10月14日㈯
　２次　11月25日㈯・26日㈰

　１次　11月10日㈮
　最終
　令和６年２月２日㈮

修学年限４年
看護師免許取得後、卒
業後、約１年で３等
陸・海・空尉

【参考】令和４年度
約120人

推薦
令和６年

１月６日㈯～８日㈪
※ いずれか１日を指定されます

令和６年１月18日㈭
10月１日㈰

～
12月１日㈮

【参考】令和４年度
約230人

一般

１次　令和６年１月13日㈯・14日㈰
２次　令和６年１月25日㈭
　　　　　　　　　　　   ～28日㈰
※いずれか１日を指定されます

10月１日㈰
～

令和６年１月５日㈮

陸上自衛隊
高等工科学校

生徒

中学卒業（見込み含む）の17歳未満の
男子で、成績優秀かつ生徒会活動
などに顕著な実績を修め、学校長
が推薦できる方

修学年限３年
卒業後は陸士長
卒業後、約１年で３
等陸曹中学卒業（見込み含む）で17歳未満の

男子

１次
　令和６年１月19日㈮
最終
　令和６年２月８日㈭

【参考】令和４年度
陸・海・空　約10人

技術 12月３日㈰ 令和６年３月１日㈮貸費学生

大学の理工学部・工学部の３・４年次
または大学院（専門職大学院を除く）
修士課程在学（正規の修業年限を終
わる年の４月１日現在で26歳未満
（大学院修士課程在学者は28歳未
満））の方

４月分から正規の修
業年限を終わる月ま
で毎月54,000円貸与

①賃貸学生採用時
　期は４月上旬
②幹部候補生採用
　（入隊）時期は卒
　業（修了）する年
　の４月上旬

陸　約1,550人一般
　①４月８日㈯～23日㈰
　②９月23日㈯～10月９日㈪
※ いずれか１日を指定されます

①５月31日㈮
②11月９日㈮

① ４月６日㈭まで
② ６月１日㈭
　～９月21日㈭陸　約350人

海　約 20人
技能

18歳以上34歳未満の方
階級は指定しない
教育訓練召集手当
日額8,200円
所定の教育訓練修了
後、予備自衛官とし
て任用

18歳以上で国家免許資格などを有
する方（資格により年齢の上限は53
歳未満～55歳未満）

教育訓練の開始時
期は７月以降

予備自衛官補

※令和５年度の募集人員は、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。
※ 薬剤科は、①学校教育法に基づく大学で正規の薬学の課程（６年制に限る）を修めて卒業した方（令和６年３月卒業見込みの方を含む）、②外国の薬学校を卒業または

外国の薬剤師免許を受けた方で厚生労働大臣が①と同等以上の学力と技術を有すると認定した方、③2006年度～2017年度に学校教育法に基づく大学に入学し４年
制薬学課程を修めて卒業し、学校教育法に基づく大学院で薬学の修士、または博士課程を修了し、厚生労働大臣が①と同等以上の学力と技術を有すると認定した方
に限ります。

※医科・歯科幹部、予備自衛官補は、第１回で採用予定数を採用した場合、第２回は実施しない場合があります。
※自衛官候補生の令和６年３月高等学校卒業予定者・中等教育学校卒業予定者の採用試験は、９月16日㈯以降に行います。
※貸費学生の学部は、理学部・工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは、お問い合わせください。
※資格欄の高校卒業には中等教育学校卒業者を含みます。
※応募資格年齢の起算日は募集種目ごとに異なりますので、募集要項で確認してください。
※記載内容については変更される場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページなどでお知らせしますのでご確認ください。

詳細はお問い合わせください。

　　  問い合わせ先／自衛官募集コールセンター☎０１２０‐０６３７９２（フリーダイヤル）年中無休　受付時間・正午～20時

① ５月９日㈫まで
② ７月１日㈯
　　～９月５日㈫

令和５年度採用の自衛官などを募集します

自衛官募集ホームページ

ʰｔｔｐ：⊘⊘ʷʷʷ．ｍｏｄ．ɡｏ．ʲｐ⊘
ɡｓｄｆ⊘ʲｉｅｉｋａｎｂｏｓｙｕ⊘



問い合わせ先／役場健康こども課こども支援係☎４８２‐２９３５（課直通）
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。

　新
園
舎
で
は
昨
今
の
保
育
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
や
衛
生
環
境
・
安
全
面

な
ど
の
検
討
を
行
い
、
新
た
な
川
湯

保
育
園
完
成
時
の
姿
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
建
設
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　新
園
舎
は
令
和
６
年
４
月
か
ら

の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【施設のコンセプト】
・ 園児の安全と保護者が安心して預け

ることができる施設
・園児の自発性を養う保育環境 
・温泉街に相応しい外観 
・実現可能な自然環境に配慮した施設

入
口

室内イメージ

▲平面図イメージ

川湯保育園が新園舎になります

新園舎の概要

予定スケジュール

◦建設予定地　川湯温泉４丁目
（旧青少年会館跡地）

◦床　面　積　₇₈₀．₉㎡
◦構　　　造　木造平屋建て
◦予 定 定 員　₃₃人

◦６月頃　　　　　　工事着手
◦令和６年２月頃　　工事完了
◦令和６年４月　　　供用開始
※ 一部外構工事については、令和

６年５月頃より着手を予定して
います。

小学校隣接地のため安全面を特に注意して施工します。工事期間中ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

建設概要をお知らせします
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《
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
を
行
な
っ

て
い
ま
す
》

　
町
で
は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
月
号
広
報
折
込

チ
ラ
シ
な
ど
で
年
間
の
健
診
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
少

し
変
わ
り
種
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
ご
紹
介
で

す
。

《
脳
ド
ッ
ク
で
何
が
わ
か
る
の
？
》

　
頭
部
M
R
I
・
C
T
、
血
液
検
査
、
血

圧
・
身
体
測
定
、
尿
検
査
、
心
電
図
検
査
、

医
師
診
察
に
よ
り
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
て

い
な
い
か
・
出
血
し
た
り
血
管
が
細
く
な
っ

て
い
る
箇
所
は
な
い
か
・
そ
の
他
脳
の
異
常

を
疑
う
所
見
が
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
ま

す
。
実
施
医
療
機
関
は
摩
周
厚
生
病
院
で

す
。
脳
血
管
疾
患
は
、
初
期
の
段
階
で
は
症

状
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
・

治
療
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き

っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

《
脳
ド
ッ
ク
は
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
》

　
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
血
糖
値
が
高

め
の
方
、
肥
満
の
方
、
血
縁
者
に
脳
動
脈

瘤
・
脳
梗
塞
・
脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
疾
患

の
方
が
い
る
方
に
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

《
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
対
象
》
…
①
〜
⑦

の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①
弟
子
屈
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

②
令
和
５
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
方
か
ら
検

診
当
日
74
歳
ま
で
の
方

③
過
去
２
年
以
内
に
本
事
業
に
よ
る
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方

④
脳
血
管
疾
患
で
治
療
中
お
よ
び
経
過
観
察

中
で
な
い
方

⑤
外
科
的
手
術
に
よ
り
、
体
内
に
金
属
お
よ

び
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
な
い
方

⑥
町
の
事
業
以
外
で
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成

が
受
け
ら
れ
な
い
方
（
勤
め
先
な
ど
で
助

成
が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
）

⑦
町
税
な
ど
の
未
納
が
な
い
方

《
申
込
期
間
・
方
法
・
自
己
負
担
額
》

4
月
3
日
㈪
〜
令
和
6
年
2
月
29
日
㈭
ま

で
に
、
事
前
に
「
脳
ド
ッ
ク
検
診
申
請
書
」

「
事
前
問
診
票
」
を
提
出
い
た
だ
き
、
内
容

を
確
認
の
上
、
助
成
を
決
定
し
ま
す
。

自
己
負
担
額
は
、
年
齢
や
特
定
健
診
を
同

時
受
診
す
る
か
に
よ
っ
て
７
，８
４
７
円
〜

１
０
，８
０
０
円
と
異
な
り
ま
す
。

《
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
受
け
た
後
は
》

　
至
急
精
密
検
査
が
必
要
な
方
以
外
は
、
役

場
の
保
健
師
か
ら
結
果
を
お
返
し
し
ま
す
。

食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、

「
何
に
気
を
付
け
た
ら
良
い
か
」
を
脳
ド
ッ

ク
の
結
果
に
応
じ
て
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　
検
診
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
や
助
成
対
象

に
な
る
か
知
り
た
い
方
は
健
康
推
進
係
保
健

師
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど
も
課
健

康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５
（
課
直

通
）
ま
で
。

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す

今月の保健師

池 田 碧 妃 さん 

石
いし

田
だ

結
ゆい

楠
な

ちゃん
村
むら

井
い

柚
ゆ

奈
な

ちゃん

　「令和６年４月１日までに65・70・75・80・85・90・95・100歳になる方」
と「満60歳以上65歳未満で⑵の条件に該当する方」が対象です。過去
に１回でも接種している方は対象になりません。

　⑵ 満60歳以上65歳未満のうち、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有す
る厚生労働省令に定める方。

２． 助成回数／１回接種（過去に１回でも接種している方は対象に
なりません）

３． 実施医療機関／摩周厚生病院・弟子屈クリニック・美里クリニッ
ク・川湯の森病院

４．自己負担額／70歳以下～2,000円　　75歳以上～1,000円
５． 申し込み方法・締切／予防接種を希望する方は、役場に令和６年

３月８日㈮までに申し込みの上、各医療機関で予約をしてくだ
さい。

※ 新型コロナウイルスワクチンとは前後２週間以上の間隔が必要です。
※ 町民であることと年齢の確認できる保険証などを提示してください。
※65歳の方は初めての助成になりますので、個別で案内します。

１．助成対象者
　⑴下表の生年月日の方
対象年齢 生年月日
₆₅歳 ₁₉₅₈ ︵昭和₃₃︶年４月２日～₁₉₅₉ ︵昭和₃₄︶年４月１日
₇₀歳 ₁₉₅₃ ︵昭和₂₈︶年４月２日～₁₉₅₄ ︵昭和₂₉︶年４月１日
₇₅歳 ₁₉₄₈ ︵昭和₂₃︶年４月２日～₁₉₄₉ ︵昭和₂₄︶年４月１日
₈₀歳 ₁₉₄₃ ︵昭和₁₈︶年４月２日～₁₉₄₄ ︵昭和₁₉︶年４月１日
₈₅歳 ₁₉₃₈ ︵昭和₁₃︶年４月２日～₁₉₃₉ ︵昭和₁₄︶年４月１日
₉₀歳 ₁₉₃₃ ︵昭和 ₈︶年４月２日～₁₉₃₄ ︵昭和 ₉︶年４月１日
₉₅歳 ₁₉₂₈ ︵昭和 ₃︶年４月２日～₁₉₂₉ ︵昭和 ₄︶年４月１日
₁₀₀歳 ₁₉₂₃ ︵大正₁₂︶年４月２日～₁₉₂₄ ︵大正₁₃︶年４月１日

高齢者肺炎球菌予防接種助成の実施令和５年度
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ベースラー・パスカルさん

アクティビティ開発支援員

　●出身／ドイツ

　令和２年５月に着任。地域

にある特色を活かしたアク

ティビティ開発を行っていま

す。

　町の自然や土地を活かし、

参加者が設定された場面に

合わせて体験するＬＡＲＰ

（ラープ/ライブアクション

ロールプレイング ）や自然に関するイベントのため

の場所の建設作業を仁多地区で行いました。草や木

を伐採するところから始まり、コテージやキャンプ

場を自分の手で建設しています。

　今後は、令和５年度中の完成を目指し引き続き建

設を行っていくとともに、夏にはラープのテストイ

ベントを開催したいです。

地域の皆さんや職員の皆さんが、活動をサポートし

てくれること。最初はシャイな方も多いですが、友

人がたくさんできました！

伊
い と う

藤  恭
きょうこ

子さん  特産品開発支援員

　●出身／帯広市

　令和元年４月に着任（新型

コロナウイルス感染症の影

響による特例により任期延長

中）。地域資源を活かした新た

な特産品の開発のための活動

を行っています。

　「弟子屈町産チーズ」の開発

に取り組みました。今年度中

に完成予定のチーズ工房で製造するチーズを５品

目に定め、安定した味を作るため毎日川湯で試作を

しました。道内外、海外のチーズを取り寄せ、風味や

テクスチャーの違いについての研究も行いました。

　今後はチーズ工房の完成に向け、引き続き試作や

研究を行いながら、町内飲食店とも連携していきま

す。

食べておいしいのはもちろん、家庭でも使いやすい

チーズを作っていきたいと考えています！秋頃に

ご提供できる予定ですので、皆さん楽しみにしてい

てください！

川
かわかみ

上  椋
りょうすけ

輔さん  シティプロモーション活動支援員

　●出身／宮城県

　令和２年10月に着任。地域

のイメージ向上やブランドの

確立のための活動を行ってい

ます。

　町公式ユーチューブチャン

ネルを運営し、弟子屈町公式

ニュースなど90本以上の動画

を投稿し、町の魅力を伝えました。テレビ番組への

出演や、道内各地域の講習会の講師を務めるなど、

弟子屈町の名前を全国へ広げました。

　今後は、公式ユーチューブチャンネル登録者数の

町の人口突破を目指し、さらに動画投稿に力を入れ

ていくとともに、空き家問題や住宅不足など、町内

課題の解決に取り組んでいきたい。

この可能性しかないまち、弟子屈町で引き続きいろ

いろな活動をしていきますので、よろしくお願いし

ます！

高
たかはし

橋  志
ゆきのり

学さん  シティプロモーション活動支援員

　●出身／茨城県

　令和３年４月に着任。地域

のイメージ向上やブランドの

確立のための活動を行ってい

ます。

　町公式ユーチューブチャン

ネルを運営し、主に取材・撮

影・編集を担当。特に今年度

から業務を引き継いだ「ムー

ブ弟子屈」の制作に力を入れ、７本投稿しました。動

画以外でも、町内の景勝地を利用したロケーション

フォト事業を開始し、ウェディングフォトや家族写

真など、道内・道外から合計13件の利用がありまし

た。

　今後は、公式ユーチューブチャンネル運営とロ

ケーションフォト事業を拡充していくとともに、町

内の写真館と連携した事業も行っていきます。

動画や写真を町民の皆さんに見てもらえることと、

撮影した方から「撮ってもらって良かった」と言葉

をいただいたこと。

Ｑ.町民の皆さんにひとことQ.協力隊としての活動でうれしかったことは？

Q.協力隊としての活動でうれしかったことは？
Ｑ.町民の皆さんにひとこと

22広報てしかが ₂₀₂₃．₄

　人口減少や少子高齢化などの進行が著しい地方において、地域外（都市部）の人材を積極的に誘致し、
地域おこし支援や住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その定住・定着を図ることで、地域力
を維持・強化していくことを目的とする取り組みです。2009年に総務省によって制度化されました。
　2021年度には、全国1,085の自治体で6,015人の隊員が活躍しています。任期はおおむね１～３年で、具
体的な活動内容や条件は、募集自治体によりさまざまです。
　町では2015年に１人目の協力隊員が着任し、これまでに12人が卒業しています。

ワイン事業の取り組み

プールでの指導 アクティビティ開発

SDGs講習会の実施

移住体験プログラムの実施

町では現在 11人の隊員が活動しています（うち１人は育児休暇取得中）
弟子屈町地域おこし協力隊活動報告会が３月 11日、町公民館で開催されました
令和４年度の 10人それぞれの活動と、令和５年度に向けた抱負を報告しました

報告の内容とあわせて、本町の地域おこし協力隊の皆さんを紹介します

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

まちに新しい風を吹き込み続ける

弟子屈町地域おこし協力隊活動紹介
特集

そもそも… 地域おこし協力隊って？
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　活動報告会には町民の方や町外から 81人が来場しました。
　報告はポスターセッション方式で実施し、来場者はそれぞれ興味のある活動について真剣に報告を聞いて
いました。その場で協力隊員と会話や質問をすることで、活動への理解が更に深まったようでした。

德永哲雄　町長
　１年を通して取り組んだことや次への目標を聞き、
皆さんの熱意が伝わってきました。これからも町のい
ろいろなものに付加価値を付け、皆さん自身の個性も
伸ばしていってほしいと思います。

木
きりゅう

龍  奈
な つ こ

津子さん  ワイン事業推進支援員

　●出身／札幌市

令和４年５月に着任。弟子

屈町産ワイン開発のための活

動を行っています。

　ワイン「葡萄色の旦（えび

いろのよあけ）」の原料とな

るブドウの栽培管理、ワイン

醸造、ワイナリー事業計画に

取り組みました。現在醸造を

委託している２つの醸造所では、全醸造行程の経

験を積みました。ワイナリー建設の関係では、他

市町のワイナリーの視察や機器の選定を進めまし

た。

　今後は、引き続きワイナリー事業、スパークリ

ングワインなどの商品開発、ブドウ畑の拡大など

に取り組み、更にそれらが持続していく仕組み作

りをしていきます。

景色と温泉がとてもよく、楽しいです。毎日温泉

とサウナに入っています！

寳
ほう

澤
ざわ

  奈
な 　 お 　 こ

緒子さん  水泳指導支援員

　●出身／北広島市

令和４年５月に着任。地域

住民の健康促進に向け、川湯

屋内温水プールで水泳の指導

を行っています。

　プールでは７教室の指導員

として、子どもから高齢者ま

での皆さんの指導にあたりま

した。音楽をかけて体を動か

す「エアロビ教室」なども新たに始め、利用者の

皆さんが楽しみながら継続して健康増進に取り組

めるようにしています。

　来年度は引き続き各種プール教室の指導を行っ

ていくとともに、新たに福祉分野とも連携した取

り組みを行いたいです。

移住者とも距離が近く、とても優しいところ。プー

ル利用者の皆さんともすぐに仲良くなれました。

生
いきなが

永 絵
え み こ

美子さん　福祉活動包括支援員

●出身／東京都

　令和２年６月に着任。福祉領域の課題解決に向けた活動をしています。母子、外国人、

高齢者への相談対応のほか、多世代交流の場づくりなどに取り組んでいます。４月よ

り活動に復帰し、臨床心理士の資格を活かした会議・介護・家族支援、子育て支援の

充実、多世代の集いの場の創出などに引き続き取り組んでいきます。

各隊員の報告を受けて

育児休暇取得中の隊員

活動報告会の様子

会場の様子

Q.�弟子屈町の魅力はどこだと思いますか？

Q.実際に弟子屈町に暮らしてみていかがですか？
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井
い で

出  千
ち ぐ さ

種さん 

 観光プロモーション・マーケティング活動支援員

　●出身／神奈川県 

　令和３年５月に着任。観光

を通じた地域活性化を目指

し、町の製品やサービスを全

国的に広めるための仕組み作

りをしています。

　川湯ビジターセンター裏手

のアカエゾマツの森の散策を

再開したほか、センター内に

アカエゾマツの精油などを取り扱うショップをオー

プン。夏には町内の中学生や町民の方を対象とした

森林講座を開催し、魅力を伝えました。これらの取

り組みの集大成としてガイドマップを作成し、アカ

エゾマツの森に「五感で楽しむ」散策路として新た

な視点を加えました。

　今後は、アカエゾマツの森に続き川湯の森や二

伏の森の魅力を発信していくほか、取得した木育

マイスターの資格を生かし木工のワークショップ

を開催していきます。

手付かずではない、守られた自然に引かれました。

暮らし始めてからも新たな発見が尽きません！

嶋
しま

  裕
ゆ か

香さん  SDG ｓ推進活動支援員

●出身／東京都

　令和３年９月に着任。持続

可能な観光地域づくりの推

進・普及のための活動をして

います。

　「持続可能な観光地向け」

の国際基準や日本の基準に

ついて知るために各種研修に

参加しました。研修などで学んだ知識と、「持続可

能な観光地向け」の日本基準を用いて策定された

「弟子屈町観光振興計画」に基づき、町民の皆さん

を対象としたＳＤＧｓワークショップを２回開催。

ＳＤＧｓの視点から町の魅力探しを行いました。

　今後も、誰でも気軽に参加できるＳＤＧｓワー

クショップ・観光振興計画ワークショップを開催

し、それらの取り組みを普及していきます。

地元の方と移住者の交流が活発！また、その交流

にも発展性があり、「何かあるかも！」という気持

ちになれるところ。

横
よこやま

山  大
だ り

理さん  地場産品（果樹）栽培普及支援員

●出身／北広島市

　令和３年 11 月に着任。地

域資源を活かした地場産品

（果樹）の普及・開発のため

の活動を行っています。

　既存のハウスマンゴーにつ

いての管理支援と、ハウスレ

モンほか香酸かんきつ類の

実証栽培を行いました。マン

ゴーは、６月から 12 月まで時期をずらしながら合

計１万３００個収穫しました。レモンほか香酸か

んきつ類はレモン、スダチ、ユズなどの実証栽培

を昨年度から継続して行いました。

　今後は、マンゴーのさらなる品質向上と安定生

産のための栽培技術支援と、香酸かんきつ類の実

証栽培を通し太陽や温泉熱を生かした新しい果樹

の地場産品化に取り組んでいきます。

住みやすい！特に冬は晴れの日も多く、雪も少な

いのでうれしいです。毎日温泉にも入れて、仕事

の疲れも癒されます。

小
こ じ ま

島　萌
もえ

さん　移住対策支援員

　●出身／神奈川県

　令和４年５月に着任。地域

の活性化に向けた移住促進と

空き家の利活用について取り

組んでいます。

　移住促進では、ＳＮＳを利

用した情報発信と、相談しや

すい場づくりとして移住専用

公式ラインを設置。全部で移

住相談 134 件、移住体験プログラム 10 件の実施に

繋がりました。また定住後の支援として、町民の方

と移住者の交流を促進する「町民×移住者交流イベ

ント」を開催しました。空き家の利活用では、町内

の空き家調査を行い 161 軒の空き家を見つけ、所有

者の方へ利活用のアンケート調査を実施しました。

　今後は、住宅不足問題の解決に向けた取り組みと、

引き続き交流イベントの開催などを通して、移住・

定住促進に取り組んでいきます。

人が温かいこと。外から来た人もすぐ受け入れられ

るので、誰もが暮らしやすい環境だと思います。

Q.弟子屈町を選んだ理由は？

Q.�弟子屈町の魅力はどこだと思いますか？

Q.実際に弟子屈町に暮らしてみていかがですか？
Q.�町の魅力はどこだと思いますか？
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令
和
４
年
度
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表

彰
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
が
3
月

14
日
、
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
３
個
人
、

奨
励
賞
１
個
人
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
栗
原

　
詩
さ
ん
が
「
今
回
、
こ
の
よ
う
な
た

い
へ
ん
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

美
し
い
環
境
で
カ
ヌ
ー
が
で
き
る
の

は
、
弟
子
屈
町
の
皆
さ
ま
の
自
然
を
守

る
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
好
き
な
カ
ヌ
ー

と
弟
子
屈
町
の
自
然
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

□
ス
ポ
ー
ツ
賞

▼
栗
原
詩
　

国
民
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム

北
海
道
予
選
会
　
第
１
位

▼
坂
上
瑠
璃
（
白
樺
学
園
高
等
学
校
１

年
）

第
75
回
北
海
道
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト

競
技
選
手
権
大
会
女
子

　
２
０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　
第
１
位

▼
三
田
村
優
音
（
早
稲
田
大
学
２
年
）

第
77
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
成
年
男
子
第
３
位

□
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
今
野
碧
已
（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

第
50
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会
第

２
位

弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

□
功
労
賞

▼
菊
池
浩
（
町
軟
式
野
球
連
盟
）

本
町
の
軟
式
野
球
の
普
及
・
発
展
に

寄
与

□
特
別
賞

▼
三
田
村
悠
音

▼
村
上
楓
（
以
上
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

第
43
回
北
海
道
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
第
８
位

　
Ｉ
＆
Ｍ
バ
ト
ン
ス
タ
ジ
オ
の
野
田
麻

奈
さ
ん
、
坪
井
紗
愛
さ
ん
、
猿
田
心
夏

さ
ん
、
金
川
眞
千
さ
ん
、
佐
藤
楓
さ

ん
、
更
科
心
優
さ
ん
、
髙
橋
優
月
さ

ん
、
猿
田
咲
花
さ
ん
、
和
田
玲
衣
菜
さ

ん
が
12
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
第

４
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
北
海
道
支
部
大
会
に

出
場
。
優
秀
な
成
績
を
収
め
３
月
25
日

か
ら
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
全

日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
報
て
し
か
が

５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
開
成
建
設
工
業
㈱
（
小
澤
慎
司
代
表

取
締
役
）
の
皆
さ
ん
が
３
月
15
日
、
町

営
球
場
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
を
た
た

え
て

バ
ト
ン
で
全
国
大
会
出
場

地
域
の
役
に
立
ち
た
い

開
成
建
設
工
業
㈱
が
町
営

球
場
を
除
雪

表彰式を終えて

全国大会に出場した皆さん

重機を使った作業

2₇ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

生涯学習だより
▶発行／町教育委員会社会教育課☎482-2948（課直通）

　
町
公
民
館
で
は
、
令
和
５
年
硫
黄
山
の

山
開
き
の
記
念
に
、公
民
館
講
座「
ア
ト
サ

ヌ
プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
昨
年
も
実
施
し
、
好
評
に
つ
き
今
回
で

３
回
目
を
迎
え
た
本
ツ
ア
ー
は
、
２
月
に

環
境
省
第
18
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に

も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
認
定

ガ
イ
ド
の
方
の
案
内
で
、
豊
か
な
自
然
は

も
ち
ろ
ん
、
硫
黄
採
掘
の
歴
史
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
／
５
月
20
日
㈯
８
時
公
民
館
前
バ

ス
出
発（
バ
ス
で
送
迎
）
〜
13
時
公
民

館
前
到
着

※
悪
天
の
場
合
、
中
止
は
当
日
の
朝
に
判

断
し
、ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
講
師
／
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議

会
認
定
ガ
イ
ド

▼
対
象
・
定
員
／
中

学
生
以
上
の
町

民
の
方
・
24
人

※
先
着
順
で
す

が
、公
民
館
主
催

の
ア
ト
サ
ヌ
プ

リ
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
に
初

め
て
お
申
込
み

の
方
を
優
先
し

ま
す
。ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
参
加
料
／
１
人
３
千
円
　
町
民
特
別
優

待
料
金
で
す
。

▼
持
ち
物
／
雨
具
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー

ズ（
履
き
慣
れ
て
い
る
も
の
）、
帽
子
、
手

袋
、行
動
食（
お
や
つ
）、飲
み
物

▼
服
装
／
長
袖
、長
ズ
ボ
ン（
動
き
や
す
い

服
装
）、防
寒
具

※
時
期
的
に
想
像
以
上
に
冷
え
込
む
日
も

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
暖
か
い
服
装

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項
／
本
格
的
な
登
山
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
帰
り
登
山
程
度
の
体
力

と
最
低
限
の
装
備
が
必
要
で
す
。
道
程

も
そ
れ
ほ
ど
険
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ガ
レ
場
が
多
く
落
石
の
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、事
前

に「
基
本
ル
ー
ル
」を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
体
調
不
良
、飲
酒
、二
日
酔
い
な
ど
の
症

状
が
見
ら
れ
た
場
合
、
ま
た
は
妊
娠
中
の

方
、喘
息
の
あ
る
方
は
、ツ
ア
ー
へ
の
参
加

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
険
に
つ
い
て
／
主
催
者
が
加
入
し
ま

す
。

▼
申
込
締
切
日
／
５
月
10
日
㈬

❑
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公

民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

　
札
幌
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
北
海
道
歌

旅
座
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ト
リ
オ
コ
ン

サ
ー
ト
が
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

懐
か
し
い
昭
和
の
名
曲
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ン
グ
な
ど
、
３
人
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
ス
テ
ー
ジ
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
12
日
㈮
19
時
開
演（
開
場

18
時
30
分
）

▼
会
場
／
町
公
民
館
　
２
階
講
堂

▼
定
員
・
対
象
／
町
民
の
方
・
百
人

▼
入
場
料
／
無
料
　

※
入
場
に
は
町
公
民
館
、
社
会
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
入
場
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
の
裏
面
に
お
名
前

と
お
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
当
日

会
場
受
付
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
整
理

券
が
無
く
な
り
次
第
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。

❑
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公

民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で

　
冬
季
間
休
館
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
資

料
館
が
今
年
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
屈
斜

路
古
丹
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
イ
ヌ
資

料
の
展
示
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ

う
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
摩
周

温
泉
で
特
別
割
引
券
を
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
期
間
／
4
月
10
日
㈪
〜
11
月
30
日

㈭
ま
で（
期
間
中
無
休
）

▼
入
館
料
／

•
個
人
料
金

　
大
人（
高
校
生
以
上
）４
２
０
円

　
小
人（
小
・
中
学
生
）２
８
０
円

•
団
体
料
金（
20
人
以
上
）

　
大
人（
高
校
生
以
上
）３
５
０
円

　
小
人（
小
・
中
学
生
）２
百
円

▼
体
験
料

　
ア
イ
ヌ
文
様
刺
繍
体
験
　
１
人
５
百
円

※
体
験
は
１
回
に
つ
き
２
人
ま
で
で
す
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館

（
☎
４
８
４
‐
２
１
２
８
）ま
で
。

　
町
公
民
館
で
は
、
公
民
館
を
利
用
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
サ
ー
ク
ル
交
流
発
表
会
」
を
２
月
12
日
、

町
公
民
館
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

の
交
流
会
は
、
詩
吟
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ギ

タ
ー
演
奏
、日
本
舞
踊
、歌
な
ど
６
団
体
が

出
演
。
日
常
の
練
習
の
成
果
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
「
大
自
然
を
満
喫

し
よ
う
　
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
参
加
者

募
集
！

北
海
道
歌
旅
座

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク・ト
リ
オ

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
３

屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
族
資

料
館
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

サ
ー
ク
ル
交
流
発
表
会

摩周湖民踊会の皆さんによる発表 無理のないギター会の皆さんによる演奏

前回のトレッキングツアーの様子

2₆広報てしかが ₂₀₂₃．₄
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地 域 安 全 ニュース
令和５年４月発行　第307号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

電子マネーを利用した
詐欺に注意

北海道警察公式防犯アプリ

「ほくとポリス」

■パソコンウイルス除去費用
■サイト登録（解約）料金
■現金の受取手数料
これらを「電子マネー」で
払えと言われたら…詐欺！

■ 防犯アプリで犯罪・不審者・特殊詐欺情報などをお知らせし
ます。

■ ちかん対策・防犯ブザー機能などを搭載しています。安全で
安心な暮らしにお役立てください。

詐欺電話がきたら

＃9110

※ 講習は、警察署で免許更新の手続きを
済ませた後に受講してください。

自動車運転免許
更新時講習

実施日
場 所

４月19日㈬

町公民館

優良講習～ 11：30
一般講習～ 13：00
違反講習～ ９：00
初回講習～ 14：15

講習
時間

交番だより　令和５年４月号

弟子屈警察署
所在地交番
☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

北海道警察からのお知らせ

詐欺電話がきたら＃9110
弟子屈警察署ホームページ　https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/00ps/teshikaga-syo/

　お父さん ・ お母さんや学校の先生、そして地域住民の方々が
お手本となり、基本的な交通ルールを教えていきましょう。

新入学時期の交通事故防止

・歩くときは歩道を！
・道路を渡るときは横断歩道を！
・横断歩道を渡るときは手を上げて！

交通事故防止の
ポイント

大切な自転車には
と

を
忘れずにしましょう!

ツーロック
防犯登録

2₈広報てしかが ₂₀₂₃．₄

図 館書図 館書

ESHIKAGA

だ
よ
り

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６
FAX４８２‐１６１７

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

　魅力的なはずのアイ
ディア、製品、サービス
が、相手に受け入れられ
ないのはなぜか？それ
は相手が受け入れたく
ない理由＝「抵抗」があ
るからだ。「惰性」「労力」
「感情」「心理的反発」の
４つの抵抗について分
析し、対処法を事例を使
って具体的に伝授する。

お
す
す
め
の
新
刊

ロレン・ノードグレンほか／著

☆
図
書
館
バ
ス
の
停
車
時
間
を
変

更
し
ま
す

　
毎
週
木
曜
日
に
町
内
を
巡
回
し
て
い
る

図
書
館
バ
ス
の
コ
ー
ス
の
停
車
時
間
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
ご
利
用
の
際

は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
Ａ
コ
ー
ス
・
Ｂ
コ
ー
ス
「
認
定
こ
ど
も

園
ま
し
ゅ
う
」
の
停
車
時
間
を
変
更
し

ま
す
。

●
Ａ
コ
ー
ス
「
和
琴
小
学
校
」
と
「
屈
斜

路
コ
タ
ン
」
の
停
車
時
刻
を
変
更
し
ま

す
。

　
変
更
後
の
時
間
は
下
記
の
運
行
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
運
行
表
は
図
書
館
窓
口
・

図
書
館
バ
ス
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

▽
今
月
の
休
館
日
／
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・

17
日
㈪
・
24
日
㈪
・
28
日
（
金
・
図
書

整
理
日）

・
29
日
（
土
・
昭
和
の
日
）

「変化を嫌う人」を動かす「
一
度
読
ん
だ
ら
絶
対
に
忘
れ
な
い
地
理
の

教
科
書
」

山
崎
　
圭
一
／
著

「
わ
る
い
医
者
か
ら
命
を
守
る
₆₅
の
知
恵
」

木
村
　
盛
世
／
著

「
エ
プ
ロ
ン
手
帖
」

平
野
　
レ
ミ
／
著

「『
私
の
は
な
し
部
落
の
は
な
し
』の
話
」

満
若
　
勇
咲
／
著

「
最
新
科
学
が
教
え
る
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル

入
門
」

　
　
　
　
畑
瀬
　
研
斗
ほ
か
／
著

「
死
ぬ
ま
で
続
く
恋
」　
　
　
泉
　
典
子
／
著

「
憂
鬱
探
偵
」　
　
　
　
　
田
丸
　
雅
智
／
著

「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
こ
と
ば
と
人
生
」

片
柳
　
弘
史
／
監
修

「
ぼ
く
ん
ち
の
震
災
日
記
」

佐
々
木
　
ひ
と
み
／
作

「
や
っ
ち
ゃ
れ
ほ
っ
ち
ゃ
れ
も
っ
き
っ
き

ー
！
」　
　
　
　
す
み
も
と
　
な
な
み
／
え

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

移動図書館（図書館バス）
Ａコース　運行日／４月６日㈭･₂₀日㈭
　　　　　　　　　５月₁₁日㈭･₂₅日㈭

Ｂコース　運行日／４月₁₃日㈭・₂₇日㈭
　　　　　　　　　５月₁₈日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９：₀₀～９：₅₀
弟子屈小学校 ₁₀：₁₀～₁₀：₄₀
和琴小学校 ₁₂：₂₅～₁₂：₅₀
屈斜路コタン ₁₃：₀₀～₁₃：₂₀
川湯支所 ₁₃：₅₅～₁₄：₁₅
川湯の森病院 ₁₄：₂₀～₁₄：₅₀
川湯温泉駅前 ₁₅：₀₀～₁₅：₂₀
川湯中学校 ₁₅：₃₀～₁₅：₅₀

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９：₀₀～９：₅₀
美留和小学校 ₁₀：₂₀～₁₀：₅₀
川湯保育園 ₁₁：₁₀～₁₁：₃₀
川湯支所 ₁₁：₄₀～₁₂：₀₀
川湯小学校 ₁₃：₀₀～₁₃：₃₀
美羅尾ヶ丘会館 ₁₄：₃₀～₁₅：₀₀
老人ホーム倖和園 ₁₅：₁₅～₁₆：₀₀

おはなしはらっぱ ☆特集展示☆ボランティア
活動

☆４日／ 「ぴよぴよぴよ」「ねぇあそぼ」
　　　　「はなをほじほじいいきもち」
☆８日／「ぽかぽか」「おはようくっく」
　　　　「ゆっくりおじいちゃんとぼく」
☆15日／「おててたっち」「でんぐりでんぐり」
　　　　「むしゃ！むしゃ！むしゃ！」
☆22日／「いいゆだな～」「うしはどこでも『モ～！』」
　　　　「ボサいぬくんのかゆ～いいちにち」
※29日はお休みします。

時間／13時～　　場所／町図書館
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により変更になる場合があります。

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

11
日
㈫

〇
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　
７
日
㈮
・
21
日
㈮

テーマ ぽかぽか陽気に誘われて！ ☆
特
集
展
示「
あ
な
た
の
新
生
活
、応
援

し
ま
す
！
」

　
４
月
か
ら
就
職
、入
園
・
入
学
、引
っ
越
し

な
ど
に
よ
り
こ
れ
ま
で
と
生
活
が
変
わ
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。期
待
と
不
安
を
胸
に

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
皆
さ
ん
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
本
や
お
す
す
め
す
る
本
を
集
め
ま
し

た
。皆
さ
ん
が
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
、楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
期
間
／
４
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー



カメ
ラスケッチ

行く行く行く行く行く行く行く行く行く行く!!!!!!行く!!
このページは皆さんからの情報で
作られています。どのような
情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡

ください。

ま
ち
づ
くり政策課政策調整係 ☎４８２

-２９
１３

（
課
直
通
）

広報マンが

3₁ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

　阿寒摩周国立公園摩周
屈斜路パークボランティ
ア連絡会会長の金井秀明
さんが、令和４年度の自然
公園関係功労者環境大臣
表彰を受賞しました。伝達
式は２月９日、町公民館講

堂で行われ、同公園管理事務所の和田光央管理官から、金井さ
んに表彰状が手渡されました。
　金井さんは、平成18年からパークボランティアとして活動。
自然解説などの指導や、カワユエンレイソウの保護、外来植物
の駆除など、同公園の保護や自然保護思想の普及啓発に尽力
された業績が認められ、今回の表彰となったものです。

表
彰
状
を
手
に

パークボランティアとして自然保護に尽力

金井さんに自然公園関係功労者環境大臣表彰

　第32回日専連全国児童版画
コンクール（協同組合連合会日
専連主催）で、川湯小学校（上中
義人校長）から出品した児童が
入賞しました。
　入賞したのは、６年生の杉山
小夏さん。コンクールは全国の
小学生を対象に毎年行われて

いて、今年は515校から３万17点の応募がありました。杉山さ
んは「思い出に残った場所と自分」をテーマに、学芸会の思い
出として太鼓と自分を描いた作品を制作し、見事銅賞を受賞
しました。杉山さんは「入賞できてうれしい。太鼓に反射する
光の表現と、背景を頑張った」と話していました。

全国コンクールで銅賞受賞

日専連版画コンクールで川小児童が快挙
入
賞
作
品
を
手
に

  　村井建設㈱（村井
順一代表取締役）の
皆さんが、３月３日、
川湯温泉街を流れる
湯川排水路と、その
周辺の河川敷の清掃
を行いました。
　川湯温泉の自然を
きれいにしたいとい
う思いから、地域貢
献活動として実施さ

れたもので、17人が参加。皆さんは火ばさみとゴミ袋を手
に、雪の残る中丁寧にゴミを拾い集めました。

川
の
中
を
歩
き
丁
寧
に
清
掃

地域の役に立ちたい

村井建設㈱の皆さんが地域貢献

　北海道が主催する「第₃7
回全道中学生の税をテーマ
としたポスター募集」に作
品を応募した川湯中学校

（藤田崇充校長）３年生の小
坂璃音さんが、北海道教育

委員会教育長賞に入選しました。伝達式は２月22日、同校で
行われ、釧路総合振興局瀬戸辰也課税課長から表彰状が手
渡されました。同募集は、暮らしの中で生かされている「税」
について関心を持ち、理解を深めてもらうために毎年行わ
れています。今年度は、全道100校から2,481点の応募があり
ました。小坂さんは「道税で未来を造る守る生きる」と題し、
北海道の美しい景色などを描き、同賞を受賞しました。

表
彰
状
を
受
け
取
る
小
坂
さ
ん

税をテーマとしたポスターを作成

小坂さんが道教育委員会教育長賞│川湯中

２月９日

３月３日 ２月22日

令和４年度玉川大学
との共同研究成果報告
会が２月９日、町公民館
講堂で行われ、吉備津副
町長、岩原教育長ら、関

係者など約₃₀人が参加しました。
　町は平成21年度から玉川大学との共同研究を開始。平成27
年度からは包括連携協定を締結し、相互協力の下で毎年調査
を実施しています。今年度は３年ぶりに対面形式で報告会が
実施され、11人が発表を行いました。参加者は町の天然記念
物マリゴケの分布環境や、屈斜路湖に生息するウチダザリガ
ニの駆除効率の研究などについての報告に、熱心に耳を傾け
ていました。

研
究
の
成
果
を
発
表

森や川での研究成果を報告

玉川大学との共同研究成果報告会

２月９日

冬ならではの楽しみを
13th 極寒芸術祭 2023 Teshikaga

森のスノーパーク

　
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
（
会

長
・
德
永
町
長
）で
は
、冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ア
ー
ト
部
会（
今
井
善
昭
部
会
長
）は
、

「
極
寒
芸
術
祭
」
を
２
月
２
日
か
ら
３
月

３
日
ま
で
開
催
。野
外
美
術
館
で
の
世
界

各
国
の
現
代
ア
ー
ト
作
家
に
よ
る
作
品

展
示
の
ほ
か
、ア
ー
ト
イ
ン
極
寒
芸
術
伝

染
装
置
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
26
日
ま
で

の
間
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
演
劇
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
取

り
組
み
に
合
わ
せ
、１
月
17
日
と
２
月
15

日
に
は
、
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う（
鈴

木
幸
榮
園
長
）で
ぞ
う
組
の
園
児
を
対
象

に
芸
術
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

１
月
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
日
笠
保
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
親
子
で
作
品
を
制
作
し
、
２
月

は
弟
子
屈
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
渡
邉

明
子
会
長
）と
の
共
同
事
業
で
、
卒
園
記

念
制
作
と
し
て
園
児
が
素
焼
き
の
カ
ッ

プ
に
絵
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
月
25
日
に
は
、エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
部
会(

藤
原
仁
部
会
長)

が
「
森

の
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」
を
川
湯
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
催
。歩
く
ス
キ
ー

体
験
や
テ
ィ
ピ
ー
テ
ン
ト
で
の
た
き

火
、ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、冬
な

ら
で
は
の
多
彩
な
ア
ク
テ
ビ
テ

ィ
を
実
施
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
な
ど
も
行
わ

れ
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
観
光
客

の
皆
さ
ん
で
会
場
が
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

見守られながら楽しく絵付け

野外美術館には多くの作品が

　
弟
子
屈
中
学
校（
成
瀬
剛
慈
校
長
）

で
、２
月
16
日
、道
徳
と
家
庭
科
の
合

同
授
業「
イ
モ
団
子
教
室
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。地
域
で
昔
か
ら
食
べ
て

き
た
イ
モ
団
子
の
伝
統
の
味
や
作
り

方
を
学
ぶ
こ
と
と
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
目
的
と
し
、
同
校
で
は

今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
当
日
は
、
町
に
長
く
住
む
金
子
ひ

で
子
さ
ん
、
深
谷
惠
美
子
さ
ん
、
千

代
陽
子
さ
ん
、
辻
八
重
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会

（
会
長
・
德
永
町
長
）食
文
化
部
会
の
木
名

瀬
部
会
長
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
嶋
さ

ん
ら
も
お
手
伝
い
に
参
加
し
、
同
校
の
１

年
生
25
人
が
イ
モ
団
子
の
作
り
方
や
町
に

お
け
る
歴
史
的
背
景
を
学
び
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
６
つ
の
班
に
分
か
れ
、
講

師
の
皆
さ
ん
に
作
り
方
や
コ
ツ
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
ど
の
作
業
も
楽
し
そ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
町
支
え
合
い
推
進
員
の
藤
原
直
美
さ
ん

は
、当
町
出
身
の
詩
人
・
更
科
源
蔵
の
著
書

を
紹
介
し
、
当
時
か
ら
イ
モ
団
子
が
食
べ

ら
れ
て
い
た
歴
史
や
食
べ
方
な
ど
を
説

明
。生
徒
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　
完
成
し
た
イ
モ
団
子
を
食
べ
た
後
の
活

動
の
振
り
返
り
で
は
、
生
徒
た
ち
か
ら

「
今
ま
で
食
べ
て
き
た
イ
モ
団
子
の
歴
史

や
作
り
方
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
学
べ
て

よ
か
っ
た
」「
自
分
た
ち
も
こ
の
味
を
下
の

世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

地域の伝えたい味を学ぶ
イモ団子教室│弟子屈中学校

楽しく取り組みました

完成までもう少し

雪の中を進むホーストレッキング

OGGさんによる演劇パフォーマンス

アカエゾマツの森の散策

ジャガイモの厚さを確認
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町の話題

CloseUp Topics



川湯屋内温水プールからのお知らせ
☎４８３‐２０７２

４月

※ 今後のコロナ対策の状況に応じて各教室は変更および
中止にする場合があります。

※開館時間　•10時～17時（水・木・土・日曜日）
 　　　 正午～13時まで換気および消毒のため

閉館
 　　•10時～20時（金曜日）
 　　　 正午～13時まで換気および消毒のため

閉館

● 小・中・高校生／無料
● 一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

利用料

●  今月の休館日
（３、４、、、、
  、）

● 10時～17時（水・木・土・日）
● 10時～20時（金曜日）

開館時間休館日

がんばれ水泳教室 （25メートル泳げる成人）

◇日時／、、日 10時30分～11時15分

水中運動教室 （成人どなたでも参加できます）

日時／⑬、、㉗日 10時30分～11時15分
※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中エアロビクス（成人どなたでも参加できます）

◇日時／、、日 10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／、、日 19時～19時45分

親子水泳教室（どなたでも参加できます）

◇日時／、日 10時30分～11時15分

ラッコ水泳教室 （町内在住の幼児４歳～５歳まで）

◇日時／、日 10時30分～11時10分

イルカ水泳教室 （町内在住の新規小学生対象）

◇日時／、日 11時～11時45分

ジュニア水泳教室 （町内在住の小学生対象）

◇日時／、日 11時～正午

フリー教室 （町内在住の方）

◇日時／ ～日、～日、
　　　　～日 ･日 13時30分～15時
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（広告）

し
ょ
う
。

・
整
備
事
業
者
な
ど
に
よ
る
定
期
的

な
点
検
整
備
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
海
上
保
安

部
☎
０
１
５
４
㉑
５
５
７
５
ま
で
。

雇
用
創
造
協
議
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
釧
路
北
部
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、弟
子
屈
町
・
標

茶
町
・
鶴
居
村
内
の
事
業
者
の
求
人
情

報
を
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
登
録
し
た
求
人
が
一
覧
化
さ
れ
、仕

事
を
探
し
て
い
る
方
が
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、当
協
議
会
で
実
施
す
る
企
業

説
明
会
な
ど
で
求
職
者
へ
案
内
す
る

情
報
と
し
て
優
先
的
に
提
供
し
て
い

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
！

　
登
録
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
当
協
議

会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

❑
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
／https://stt-job.com

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
北
部
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
☎
０
１
５
‐

４
８
２
‐
２
９
４
０
ま
で
。ウェブサイト

infomation

お知らせ 巡回児童相談のお知らせ
　釧路児童相談所による巡回児童相談が今年度、町
内で３回開催されます。
　巡回児童相談は、児童相談所を利用することが困
難な地域の児童に関する相談について、市町村を巡
回し助言や指導を行うことを目的に開催されてい
ます。第１回をご希望の方は、４月14日㈮までに申
し込みください。

▼日時（申込期限）
•第１回／５月11日㈭　10時30分～15時45分

（４月14日㈮）
•第２回／７月18日㈫ 10時30分～15時45分

（６月16日㈮）
•第３回／令和６年１月30日㈫　11時～15時15分

（11月30日㈭）

▼場所／こども発達支援センター

▼内容／療育手帳の取得（新規・更新）、発達相談
※ 人数調整が必要になることがあります。

❑ 申し込み・問い合わせ先／こども発達支援センター

　☎４８２‐３０９３まで。

 

清掃スタッフ募集 
 

【仕事内容】客室清掃業務 

  (チェックアウト後のお部屋をきれいにします) 

【時  給】１,０００円 

【雇用期間】 令和 5 年 4 月 ～ 令和 6 年 3 月 

      （原則として更新） 

【勤務時間】９:０0～１３:３0 位 

【勤務日数】週３〜5 日（ご相談ください。） 

【そ の 他】雇用保険加入、交通費支給 
      詳細は面談時にお伝えします。 
 

☆難しい作業はありませんので、未経験でも OK☆ 

☆休み希望を聞いてからシフトを作成いたします。☆ 

☆副業・W ワーク OK！ 週１回～ご相談下さい☆ 

応募はこちら 

ＫＫＲかわゆ 

川上郡弟子屈町川湯温泉 1 丁目 2-15 
TEL:015-483-2643（担当：金井） 

【電話受付時間】10 時～18 時 

４月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面 ○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は1₈：₀₀～21：₀₀です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

　一般開放利用を希望する方は、当セン
ターにあらかじめお問い合わせください。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ₁0 ₁₁ ₁2 ₁3 ₁4 ₁₅ ₁₆
区
分
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
○ ◎ 休 ○ ◎ 休 ○ ◎

日 ₁₇ ₁₈ ₁₉ 20 2₁ 22 23 24 2₅ 2₆ 2₇ 2₈ 2₉ 30
区
分
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
休 ○ ◎ 休 ○ 休

今月の主な行事予定
₁3日㈬・₁4日㈭ 釧路江南高等学校宿泊研修

₁₅日㈯ 釧路工業高等学校宿泊研修

₁₆日㈪ 釧路湖陵高等学校宿泊研修

20日㈭ 釧路北陽高等学校宿泊研修

23日㈰ 日ハム野球教室（雨天時）
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町
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　
今
年
も
５
月
中
旬
に
オ
ー
プ
ン
す

る「
町
民
農
園
」の
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
。皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
て
、

気
軽
に
農
作
業
と
収
穫
の
喜
び
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
場
所
／
摩
周
３
丁
目
４
８
８
‐
８

▼
区
画
面
積
／
１
区
画
１
０
０
平
方

㍍（
23
区
画
）

▼
使
用
期
間
／
５
月
中
旬
〜
10
月
下
旬

▼
使
用
料
／
１
区
画
３
千
円（
年
間
）

▼
対
象
／
定
期
的
に
農
園
を
使
用
・

管
理
で
き
る
方
。

▼
募
集
期
間
／
４
月
３
日
㈪
〜
24
日

㈪
▼
申
し
込
み
方
法
／
役
場
農
林
課
・

川
湯
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
役
場
農
林
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
堆
肥
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、利

用
者
の
方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
民
家
の
近
く
を
通
る
た
め
、
車
で

来
園
す
る
方
は
徐
行
運
転
を
し
、

土
や
砂
を
巻
き
上
げ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

❑
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
農
林
課
農
政
係
☎
４
８
２
‐
２

　
９
３
６（
課
直
通
）ま
で
。

道
支
援
金(

事
業
者
向
け)

の
申
請
に
つ
い
て

　
北
海
道
が
実
施
す
る
道
内
事
業
者

等
事
業
継
続
緊
急
支
援
金
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
騰
分
）の
申
請
期
限
は
、４
月

30
日
㈰
ま
で
で
す
。申
請
予
定
の
方

は
、
期
日
ま
で
の
申
請
を
忘
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
支
援
金
の
概
要
に
つ
い
て
は
広
報

３
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
必
要
な
方
は
支
援
金
特

設
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を

す
る
か
、
役
場
観
光
商
工
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
観
光
商
工

課
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
０（
課
直

通
）ま
で
。

釧
路
公
証
人
合
同
役
場

移
転
の
お
知
ら
せ

釧
路
公
証
人
合
同
役
場
は
５
月
15

日
㈪
か
ら
移
転
し
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
番
号
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、移
転
作
業
に

伴
い
、
５
月
12
日
㈮
の
午
後
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
が
不
通
と
な
り
ま
す
。

▼
移
転
先
所
在
地
／
釧
路
市
錦
町
５

丁
目
３
番
地
　
三
ツ
輪
ビ
ル
４
階

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
地
方
法
務

局
総
務
課
☎
０
１
５
４
縁
５
０
１
０

ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

釧
路
保
健
所
で
は
、月
１
回
精
神
科

医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
相
談
は
予
約
制
で
す
。相
談
日
前
日

の
午
前
中
ま
で
に
受
付
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
日
／
４
月
26
日
㈬
　
14
時
〜

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所

❑
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４
横

５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
の
海
の
事
故
防
止

海
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
に
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

・
海
中
転
落
防
止
の
た
め
、周
囲
の
状

況
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
単
独
行
動
を
さ
け
、複
数
人
で
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
携
行
し
、緊

急
時
は
す
み
や
か
に
１
１
８
番
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
船
を
運
行
す
る
場
合
は
、発
航
前
検

査
を
実
施
し
、海
に
出
た
ら
見
張
り

を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

・
最
新
の
気
象

情
報
を
入
手

し
て
、
天
候

の
悪
化
が
見

込
ま
れ
る
場

合
は
早
め
に
帰
る
判
断
を
し
ま

infomation

生活情報をみなさんにお知らせ!

インフォメーション

※ ５月は、連休中の４日㈭～6日㈯は休館日となります。
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職員人事異動
【退　　　職】　　▶田口誠（まちづくり政策課長）　　　▶合田祐介（健康こども課長）
　　　　　　　　▶勝山弘子（健康こども課保育園長）　▶千代修（建設課長補佐）
　　　　　　　　▶花房孝陽（環境生活課生活係）

【議会事務局】　　▶向正則（議会事務局長）

（広告）

(070-4493-5128)

入居者を募集します宅営町 住
　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応
じて決定します。
▶受付期間／４月３日㈪～1₀日㈪
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／５月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料の３倍の額（収入で住宅料が変動）、ただし単身者用は２倍の額
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

注１　募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承ください。

公募対象住宅一覧表

住 宅 の 場 所　・　構　造 建設年度 規　模 月額住宅料 月額共益費 戸 数

泉１丁目10番（３階建・１階） Ｈ７ １ＬＤＫ 15,800～23,500円 17₀円 １

高栄４丁目６番（４階建・３階） Ｓ52
※Ｈ27ﾘﾌｫｰﾑ済 ３ＤＫ 14,400～21,500円 ₃₈₀円 １

川湯温泉４丁目16番（３階建・２階） Ｈ14 ３ＬＤＫ 25,300～37,700円 ₉₄₀円 １

川湯温泉４丁目16番（２階建・２階） Ｈ15 ３ＬＤＫ 25,400～37,800円 ₈7₀円 １

川湯温泉４丁目３番（４階建・３階） Ｈ３ ３ＤＫ 21,000～31,200円 ₈₃₀円 １

川湯温泉４丁目３番（４階建・４階） Ｈ３ ３ＤＫ 21,100～31,500円 ₈₃₀円 １

川湯温泉４丁目３番（３階建・３階）※単身者用 Ｈ７ １ＬＤＫ 30,000円 ₉2₀円 ２

（令和５年３月31日発令）

（広告）

弟子屈町摩周１丁目８番17号
☎（015）482-1716≪担当 澁谷≫

株式会社　東洋実業　弟子屈事業所

①施設警備員（常勤）　募集人員 １名
勤務場所　弟子屈町内施設
勤務時間 17：00～21：30

             （火曜日定休日）
給　　与　時給920円～

②施設警備員（常勤）　募集人員 １名
勤務場所　弟子屈町内施設
勤務時間　平　日　17:00～22:00

　　　　　　日曜日　８:00～18：00
給　　与　時給920円～

③機械警備員（常勤）　募集人員 １名
勤務時間 17：00～翌9：00
給　　与　時給920円～（深夜割増有）

•給与・待遇・委細面談にてご説明します。
•ご希望の方は下記までお気軽にお問い合わせください。

従 業 員 募 集

各業種ともに普通運転免許
必要
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（広告）

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
の
審
査
員
募
集

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

の
市
民
審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
審
査
日
程
／
６
月
10
日
㈯
・
11
日

㈰
の
指
定
さ
れ
た
い
ず
れ
か
１
日

の
う
ち
、
９
時
か
ら
21
時
の
中
で

３
時
間
程
度

▼
活
動
場
所
／
札
幌
市
中
央
区
　
大

通
り
公
園
周
辺

▼
活
動
内
容
／
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

▼
募
集
期
間
／
４
月
28
日
㈮
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
祭
り
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、実
行
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行
委
員
会
☎

０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１
ま
で
。

郵
便
局
か
ら
の
３
つ
の

お
知
ら
せ

●
郵
便
局
へ
の
転
居
届
を
忘
れ
ず
に

　
４
月
は
就
職
・
進
学
・
転
勤
な
ど
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。お
引
っ
越
し
の
際
に

は
、お
近
く
の
郵
便
局
に「
転
居
届
」を

出
し
て
お
く
だ
け
で
、
１
年
間
、
旧
住

所
宛
て
の
郵
便
物
を
新
住
所
に
無
料

で
転
送
し
ま
す
の
で
、お
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
届
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、郵
便
局
で
は
、皆
さ
ん
の
大
切

な
郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た

め
、
転
居
届
に
つ
い
て
ご
本
人
の
確
認

な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
連
休
中
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
サ
ー

ビ
ス
を
休
止
し
ま
す

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
更
改

の
た
め
、左
記
期
間
中
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
含

む
ほ
と
ん
ど
全
て
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
。ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
休
止
期
間
／
５
月
２
日
㈫
23
時
55

分
〜
６
日
㈯
７
時
ま
で

▼
休
止
対
象
／
全
国
の
ゆ
う
ち
ょ
Ａ

Ｔ
Ｍ
お
よ
び
ゆ
う
ち
ょ
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
、ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク

ト
、ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど

●
弟
子
屈
郵
便
局
開
局
１
３
０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
弟
子
屈
郵
便
局
は
、明
治
26
年
４
月

１
日
に
開
局
し
、今
年
で
開
局
１
３
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。そ
の
感
謝
を
込
め

て
、記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
来
局
者
に
記
念
品
贈
呈
（
４
月
３

日
㈪
〜
７
日
㈮
）

　
ぽ
す
く
ま
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
限
定

４
百
個
配
布
し
ま
す
。な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

②
ぽ
す
く
ま
記
念
撮
影
会
（
４
月
18

日
㈫
）

　
郵
便
局
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ぽ
す
く

ま
」
が
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。ス
マ
ホ

や
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
に
な
り
、
ぜ
ひ

「
ぽ
す
く
ま
」
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ

い
！
ご
希
望
の
お
客
さ
ま
に
は
後
日

プ
リ
ン
ト
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
時
間
・
場
所
／
10
時
〜
正
午
　
認
定

こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
、14
時
〜
17
時

　
弟
子
屈
郵
便
局
ロ
ビ
ー
（
一
般

の
お
客
さ
ま
）

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
郵
便
局

☎
４
８
２
‐
２
４
４
０
ま
で
。

（広告）

介護福祉士・介護員（初任者研修取得者）
介護支援専門員(ケアマネージャー)

正社員・パート・夜勤専従
◆業務内容／入居者の日常生活の介助や介護業務
◆勤 務 地／川湯温泉（♨）
◆勤務時間／７：00～20：30（実働7.5時間）
　　　　　　　公休月９日
◆待 遇／各種保険・資格手当・各種手当あり
◆給 与／月145,000～（介護職）

◎早・遅手当1,000円（7.5時間に限る）
◎処遇改善手当20,000円
◎特定処遇改善手当有り
　（パート）時給938円
　福利厚生で川湯の温泉に入れます。

急募!!介護職員

えらんで あま×あまセール

▼期間／４月１日㈯～４月30日㈰　

▼実施内容
上記期間中、加盟店で500円以上のお買い物をさ
れるとスタンプを１つ押印します。違う２つのお
店を回りラリーを完成させると「あま×あま」ク
イズへの応募ができます。ラリー用紙にあるA
枠、B枠の「スイーツ」欄のお好きな「スイー
ツ」を選び、加盟店へご応募ください。

▼賞品

※内容について変更の場合がございますので詳しくは新聞折り
　込みなどチラシでご確認ください。

2023'
４月のイベント案内

協同組合  摩周湖スタンプ会協同組合  摩周湖スタンプ会 ☎４８２‐５７７０
弟子屈町商工会内

☆ぴったり賞☆　当会が抽選した「A枠」・「B枠」の
　　　　　　　　　　　　　　　「スイーツ」と順序が同じ方に
　　　　　　　　　　　　　　　なんと！　１5万円の商品券を進呈。
　　　　　　　　　　　　　　　当選者が多数の場合には、当選者数
　　　　　　　　　　　　　　　で均等割りします。

☆特　別　賞☆　ぴったり賞の「A枠」・「B枠」の「スイ
　　　　　　　　　　　　　　　ーツ」のいずれかが同じ方の中から
　　　　　　　　　　　　　　　抽選で 20 名様に 500 円のお買物券を
　　　　　　　　　　　　　　　進呈。

☆ラッキー賞☆　いずれにも外れた方の中から抽選で
　　　　　　　　　　　　　　　50 名様に１00ポイントを進呈。
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主な予定を掲載しています

3₇ 広報てしかが ₂₀₂₃．₄

❑ 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。

▶軽自動車税／５月１日㈪

滞納者数の減少に伴い、夜間納税窓口の利用者がいないことに
加え、コンビニやスマートフォンなどを利用して24時間365日い
つでもどこからでも納付ができるため、夜間納税窓口を今年度か
ら廃止します。
　 今後、夜間の納税相談を希望する方は、随時対応しますのでお

問い合わせ先までご連絡ください。

４月の町税などの納期限 夜間納税窓口を廃止しました

日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 2930 昭和の日

■問い合わせ先／ 健康こども課☎482-2935 環境生活課☎482-2934 税務課☎482-2914 川湯保育園☎483-2537 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」

（ 子 育 て 支 援 セ
ン タ ー・９:30～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 ９・10カ月相談（福
祉センター・10:00
～）
 ひなたぼっこ開放

「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」

（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

こども園・保育園開
放「遊んＤａｙ」（子
ども園ましゅう／川
湯保育園・10:00～）
 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館・９:30～11:30）
ひなたぼっこ開放

（子育て支援セン
ター・14:00～16:30）

【どちらも年齢制限
なし】

 ひなたぼっこ開放
「年齢 制限なし」
（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 ひなたぼっこ開放
「年齢 制限なし」
（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

総合健診（川湯農村
センター・６:00～）
 屈斜路コタンアイ
ヌ民族資料館オー
プン（9:00 ～）
ひなたぼっこ開放

「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
ター・９:30～11:30
／14:00 ～16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 総合健診（美留和
会館・６:00 ～）
 ひなたぼっこ開放

「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」

（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:00）

 総合健診（福祉セ
ンター・６:00～）
こども園・保育園開
放「遊んＤａｙ」（子
ども園ましゅう／川
湯保育園・10:00～）
 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館・９:30～11:30）
ひなたぼっこ開放

（子育て支援セン
ター・14:00～16:30）

【どちらも年齢制限
なし】

 総合健診（福祉セ
ンター・６:00～）
 ひなたぼっこ開放

「年齢 制限なし」
（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 総合健診（福祉セ
ンター・６:00～）
 ひなたぼっこ開放

「年齢 制限なし」
（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）
キッチン「みちくさ」

（福 祉センター・
10:00 ～）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」

（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 ひなたぼっこ開放
「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」

（子育て支援セン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 こども園・保育園
開放「遊んＤａｙ」

（子ども園ましゅう
／ 川 湯 保 育 園・
10:00～）
 乳児・３歳・年中
児健診（福祉セン
ター・９:15～）
 フッ素塗布（福祉
センター・９:30
～９：50）

 ひなたぼっこ開放
「年齢 制限なし」
（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 行政相談（公民館・
13:00～15:00）

 ひなたぼっこ開放
「年齢 制限なし」
（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
「午前０～１歳・午
後年齢制限なし」

（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 ひなたぼっこ開放
「午前１～３歳・午
後年齢制限なし」

（ 子 育 て 支 援 セ
ン ター・９:30～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

こども園・保育園開
放「遊んＤａｙ」（子
ども園ましゅう／川
湯保育園・10:00～）
 「ママのリフレッ
シュ・デー」（９:30
～11:30）
 ひなたぼっこ開放

「年齢 制限なし」
（ 子 育 て 支 援 セ
ン タ ー・14:00 ～
16:30）

 親子遊び「絵本に
触 れよう」（10:30
～ 11:30）【要事前
申込】

　午後開放なし

 ひなたぼっこ開放
「年齢 制限なし」
（ 子 育 て 支 援 セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）

春の火災予防運動期間中は、町内全域を対
象に広報車両による巡回広報や町内放送を
実施します！

運動期間／4月20日㈭～30日㈰　～全国統一防火標語～

お出かけは　マスク戸締り　火の用心

令和５年　春の火災予防運動

　春先は空気が乾燥し、強い風が吹くことがあるため、ひとたび火災が発生
すると被害が大きくなる可能性があります。火災によって大切な命や財産が
奪われることのないよう、一人ひとりが防火意識を高め、火災のない安心安
全なまちを目指しましょう。火災が発生した際に、迅速に感知する住宅用火
災警報器や初期消火に使用する消火器の点検を日頃から行いましょう。

１．寝たばこは、絶対やめる。
２．ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
３．ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

１．逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
２．寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
３．火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
４．お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

住警器を
設置しよう

３つの
習慣

４つの
対策

住宅防火�いのちを守る ７つのポイント －３つの習慣・４つの対策－

火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署
火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署

E‐mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
kawayufd@smile.ocn.ne.jp

火　災   １件
救　急   98件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

３月10日までの災害状況

藤
ふじ

田
た

真
ま

緒
お

ちゃん 石
いし

田
だ

真
ま

菜
な

ちゃん 中
なか

本
もと

琉
る

葵
い

くん
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